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白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―
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白馬村議会議員一般選挙結果………………………………… ２
村営住宅入居者募集のお知らせ……………………………… 6
令和３年度白馬村農作業標準賃金及び機械作業標準料金… 10
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文化振興団体案内………………………………　３
図書館だより………………………………………５

はくば
広報

４月２９日木曜日（祝日）に白馬村消防団出初式が行われました。昨年は新型コロ
ナウイルス感染拡大により中止となってしまいましたが、今年は参加者数の制限や
マスクの着用の徹底、ラッパを実際に吹かずに音源を活用するなどの感染症対策を
行い、規模を縮小したうえで開催することとなりました。

※広報はくばでは毎月表紙写真を公募しています。※時節に合わない等により採用できない場合もありますが、御了承ください。
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白
馬
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
　
選
挙
結
果

任
期
満
了
に
伴
う
白
馬
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
開
票
が
令
和
3
年
4
月
25
日（
日

曜
日
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。
4
月
20
日
の
告
示
日
に
は
定
数
12
名
に
対
し
て
、14
名
の
立
候

補
届
出
が
あ
り
、投
票
日
前
日
ま
で
の
5
日
間
、激
し
い
選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

開
票
結
果
及
び
投
票
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、4
月
26
日
に
は
、中
西
滋
選
挙
管
理
委
員
長
よ
り
当
選
人
に
当
選
証
書
が
付
与

さ
れ
ま
し
た
。
議
員
の
任
期
は
令
和
3
年
5
月
5
日
か
ら
令
和
7
年
5
月
4
日
ま
で
の
4

年
間
で
す
。

当
日
有
権
者
数
：
６
，９
３
５
人（
男　
３
，４
１
５
人
、女　
３
，５
２
０
人
）

投
票
総
数
：
４
，８
５
０
人（
男　
２
，３
７
４
人
、女　
２
，４
７
６
人
）

投
票
率
：
６
９
．９
４
％（
男　
６
９
．５
２
％
、女　
７
０
．３
４
％
）

有
効
投
票
数
：
４
，７
７
３
人

無
効
投
票
数
：
77
人

持
帰
り
そ
の
他
：
無
し

お問合せ　白馬村選挙管理委員会　電話：0261-72-5000

氏名 年齢 得票数 所属
当選 切久保　たつや ５１ ５７０ 無所属　新人
当選 横川　恒夫 ６６ ４２０ 無所属　新人
当選 増井　はるみ ６９ ４１５ 無所属　新人
当選 太田　のぶこ ６５ ４１５ 無所属　現職
当選 津滝　としゆき ６３ ３９９ 無所属　現職
当選 尾川　コウ ５２ ３９５ 無所属　新人
当選 加藤　りょうすけ ７４ ３６３ 日本共産党　現職
当選 丸山　ゆうたろう ６５ ３５６ 無所属　現職
当選 松本　きみと　 ６９ ３４４ 無所属　現職
当選 加藤　ソフィー ２７ ３０６ 無所属　新人
当選 田中　あさの ３８ ２８９ 無所属　現職
当選 太谷　しゅうすけ ７１ １９１ 無所属　現職

宗川　なおみ ４８ １６８ 無所属　新人
林　理恵子 ３７ １４２ 無所属　新人

投票区 当日有権者数 投票者数 投票率

第 1投票所
白馬村保健福祉ふれあいセンター

男 943 621 65.85
女 969 676 69.76
計 1,912 1,297 67.83

第 2投票所
塩島基幹センター

男 261 191 73.18
女 281 196 69.75
計 542 387 71.4

第 5投票所
白馬村農業体験実習館

男 676 483 71.45
女 714 485 67.93
計 1,390 968 69.64

第 6投票所
沢渡公民館

男 280 214 76.43
女 273 195 71.43
計 553 409 73.96

第 7投票所
堀之内地区高齢者支え合いセンター

男 123 107 86.99
女 148 121 81.76
計 271 228 84.13

第 8投票所
八方文化会館

男 257 169 65.76
女 254 178 70.08
計 511 347 67.91

第 9投票所
新田公民館

男 299 227 75.92
女 311 240 77.17
計 610 467 76.56

第 10投票所
瑞穂農業生活改善センター

男 576 362 62.85
女 570 385 67.54
計 1,146 747 65.18

投票総数
男計 3,415 2,374 69.52
女計 3,520 2,476 70.34
総計 6,935 4,850 69.94

○
投
票
状
況

○
白
馬
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
結
果
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令
和
3
年
白
馬
村
消
防
団
出
初
式

白
馬
村
防
災
ナ
ビ（
防
災
ア
プ
リ
）

４
月
29
日
に
白
馬
村
消
防
団
出
初
式
が
ウ
イ

ン
グ
21
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
昨
年
は
中
止
と
な
り
、今
年
も

開
催
が
危
惧
さ
れ
た
中
、例
年
よ
り
縮
小
し
た
規

模
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

吉
川
団
長
よ
り
、村
民
の
安
心
と
安
全
、財
産

を
守
る
た
め
の
心
構
え
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
、白
馬
村
を
守
り
、支
え
て
い
た

だ
い
た
方
々
へ
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、消
防
団
活
動
に
多
く
の
功
績
が
あ
っ
た
団

員
に
対
し
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

白
馬
村
防
災
ア
プ
リ「
白
馬
村
防
災
ナ
ビ
」を
公
開
し
て
い

ま
す
。

無
料
で
配
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
、是
非
、ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

※�

防
災
ア
プ
リ
と
登
録
制
メ
ー
ル
は
同
等
の
情
報
を
配
信
し
ま

す
が
、情
報
の
多
重
化
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、両
方
の
登

録
を
推
奨
し
ま
す
。

上記QRコード対応の携帯電話をご利用の場合、アドレスを読取るこ
とができます。

感
謝
状
贈
呈
者

消
防
庁
長
官
退
職
報
償（
25
年
以
上
）

	

塩
島　
公
一

消
防
庁
長
官
退
職
報
償（
15
年
以
上
25
年
未
満
）

	

切
久
保　
達
也　
　
　

	

松
澤　
知
和

	

太
田　
史
誠

	

松
澤　
拓
哉　

	

矢
口　
浩
樹

	

山
岸　
慎
英

	
郷
津　
達
也

	
下
川　
泰
治

	

太
田　
　
力

長
野
県
知
事
退
職
報
償（
10
年
以
上
15
年
未
満
）

	

武
藤　
慶
太

白
馬
村
感
謝
状

退
職
分
団
長
感
謝
状

	

山
岸　
信
也

	

丸
山　
直
彦

退
職
副
分
団
長
感
謝
状

	

横
田　
幸
喜

	

西
澤　
祐
介

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

ダウンロードの方法
無　料
アプリ

白馬村防災ナビ�QRコード
(Android端末用)

白馬村防災ナビ�QRコード
(iOS端末用)

iPhone（iOS端末）の場合は、AppStoreで、Android端末の場合は
Google� Playで『白馬村防災ナビ』と検索するか、もしくは下記のリ
ンク先より各ダウンロードページへ移動できます。



お問合せ　生涯学習スポーツ課　電話：0261-85-0726

図
書
館
等
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
検
討
(14)

住
民
説
明
会
の
報
告
／
こ
れ
ま
で
に
出
さ
れ
た
意
見
の
ま
と
め

上記以外にも、道の駅やプールとの併設、いろいろあれば良いというものでもない、欲張らず必要なものだけを揃える施設、「図書館」という名称から脱却してほしい、
図書館なんていらない、など、様々な意見をお寄せいただきました。（紙面の関係で抜粋したものを掲載していますので、あらかじめご了承ください）
ご意見は随時承りますので、電話・電子メール・FAX・窓口などお気軽にお聴かせください。

　
4
月
12
日
に
候
補
地
の
見
直
し
に
関

す
る
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、約
50
名

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
説
明
内
容
は
広
報
は
く
ば
３
月
号

に
掲
載
し
た
通
り
で
す
が
、参
加
者
か

ら
の
ご
質
問
や
ご
意
見
と
そ
れ
に
対

す
る
回
答
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
ご
質
問

Ｑ
．財
政
的
に
厳
し
い
中
で
、本
当
に

建
設
で
き
る
の
か
。

Ａ
．財
源
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

財
政
計
画
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討

を
進
め
た
い
。

Ｑ
．候
補
地
の
比
較
に
あ
た
り
、具
体

的
な
費
用
や
想
定
す
る
利
用
人
数

等
は
あ
っ
た
の
か
。

Ａ
．土
地
の
取
得
費
は
概
算
し
て
い
る

が
、利
用
者
数
等
の
想
定
は
基
本

計
画
の
見
直
し
の
中
で
検
討
し
た

い
。

Ｑ
．Ａ
〜
Ｄ
の
４
候
補
地
以
外
の
場
所

に
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
か
。

Ａ
．基
本
的
に
は
Ａ
〜
Ｃ
の
候
補
地
で

検
討
す
る
が
、状
況
に
よ
っ
て
別

の
場
所
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
う

る
。

■
ご
意
見

・住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
を

進
め
て
ほ
し
い
。

↓
今
後
、住
民
を
中
心
と
し
た
検
討
委

員
会
を
設
け
て
検
討
す
る
よ
う
に

し
た
い
。

・
説
明
や
意
見
交
換
に
つ
い
て
、子
育

て
中
の
人
な
ど
も
参
加
し
や
す
い
よ

う
に
曜
日
・
時
間
帯
の
配
慮
や
オ
ン

ラ
イ
ン
の
活
用
等
も
検
討
し
て
ほ
し

い
。

↓
今
後
、平
日・休
日
や
日
中・夜
間
な

ど
様
々
な
時
間
帯
で
そ
う
い
っ
た

場
を
設
け
た
い
。

・小
中
学
生
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
声
も

聞
い
て
ほ
し
い
。

↓
こ
れ
ま
で
に
も
中
高
生
を
対
象
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
て
き
た

が
、幅
広
い
世
代
の
声
を
拾
い
な

が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

これまでの検討経過
2017. 7～ 図書館施設検討委員会（2018.10まで全9回）
 10 白馬高校公営塾しろうま學舎ワークショップ
 11 文化祭での意見聴取・シニアクラブとの意見交換
  白馬中学校ワークショップ・一般公開ワークショップ
2018. 7 アンケート
 8～ 有識者会議（2019.2まで全4回）
 9～ 公募によるワークショップ（2018.11まで全3回）
2019. 3 基本構想策定（子育て支援機能の複合化決定）
2019. 11 有識者会議
2020. 3 基本計画策定（最優先候補地を白馬駅に決定）
2020. 4～ 官民連携調査（民間事業者へのサウンディング）
2021. 4 住民説明会開催

コンセプト：多様な創造性と出会い、豊かな未来へ誘う道しるべ　    ～街中のケルン～
これまで4年間にわたり多くの皆様からご意見やご提案をいただき、基本構想や基本計画を策定してきました。
基本計画の見直しにあたっては、それらのご意見等を踏まえた上で検討を進めていきます。（すべてを実現することはできませ
んので、建設費だけでなく運営や維持管理の費用も含めて取捨選択することになります）

様々な本がある
マンガがたくさんある
雑誌・新聞がある
外国語の絵本・書籍が読める
（多言語サービス）
観光の研究ができる
地域の歴史や山岳について学べる
地域の仕事や人を知れる
電子図書がある

空間
山が見える
広くてのんびりできる
個人スペースがある
寝転がって本を読める
賑やかで楽しい
静かに勉強ができる学習室

サービス等
遅くまで営業している
製本できる
読み聞かせ・対面朗読ができる
映像や音楽を視聴できる
知識や情報の集積と発信
学校教育との連携
図書館カードで地域通貨・ポイントが使える
村外の人のお土産になる図書館カード
付帯施設で活用できる定額会員制サービス
自動貸出機
サテライトライブラリ・移動図書館
デジタルアーカイブ
村民みんなで本を出版するプロジェクト
誰もが行きやすい（アクセスしやすい）

季節・天候に左右されず遊べる屋内広場
遊具のある公園を併設（屋外広場）
水遊びができる
託児（一時預かり）
妊婦の交流
木育（木のおもちゃ）
トイライブラリー
（不要おもちゃの集積・貸出・シェア）
子どもがお手伝いをしてお小遣い（ポイ
ント）がもらえる
子連れでも気軽に利用できる
子どもだけでも気軽に立ち寄れる

多世代、外国人、障がい者、二地域居住者、
村外の白馬ファンなど多様な人々の交流
気軽に雑談できる・騒いでも許される
用事がなくても立ち寄れる・時間を潰せる
多世代が挑戦できる場所
住民一人ひとりが活躍できる
まちづくりや政治をオープンに議論できる
コンシェルジュ（人と人を繋ぐ）

世代を超えてみんなの"得意"を教え合う
コミュニティカレッジ
生活の知恵の交換
学習支援（宿題サポート・不登校支援）
語学・英会話・日本語教室
パソコン・スマホ・ＩＴ
料理（郷土、国際、蕎麦打ち、漬物、味噌づ
くり）
農業（米づくり、野菜づくり）
生活スキル（薪割り・除雪）、ビジネススキル
伝統工芸・伝統文化（茶道・華道、落語）
地域の歴史・文化、戦争体験

誰もが使いやすい（外国人・障害者等）
ユニバーサルデザイン・バリアフリー
ダイバーシティ（多様性）
インクルーシブ（包摂）
地域の木材を活用（材木の寄付を募る）
いろいろな種類の椅子やテーブルがある
机や椅子の配置を自由に変えられる
時代の変化に応じて使い方を変えられる
管理しやすい・維持費がかからない
環境への配慮（断熱・省エネ・創エネ・脱炭素）

飲食
カフェ（モーニング・ランチ・ディナー）
バー・居酒屋
子ども食堂
村民食堂（地産地消・ジビエ）
おこひる（そば茶、おやき、漬物）
共用キッチン（料理でつながる）

アーツ＆クラフツ
ホール
防音室・録音室・スタジオ（音楽でつながる）
ストリートピアノ
イベントができるオープンな通路
（展示・ミニライブ・講演・ワークショップ）
映画館（ミニシアター）
美術館・博物館、文化財の保存と活用
山とスキーの総合資料館との連携
ものづくり・木工・工作
ミシン・手芸
3Dプリンタ・レーザーカッター
実験室・学びと体験の融合

販売
ブックセンター（本の売買・交換）
ミュージアムショップ
（白馬関連の工芸品等の販売）
チャレンジショップ（創業支援）
フリーマーケット
リサイクル・リユースコーナー
コンビニ・よろずや
アウトドアショップ
地産地消、余剰農産品のシェア・量り売り

寛ぎ・安らぎ・憩い・癒し
和室（畳）、茶室、囲炉裏
お昼寝スペース
木の香り・自然の香り
こたつ・縁側
マッサージチェア
温泉・足湯
瞑想・マインドフルネス
ファーストクラスのような贅沢な空間
（有料）
一人になれる場所・隠れ家

健康・医療
健診・体調管理（測定機器と相談）
ジム・トレーニング室
クライミング・ボルダリング
ヨガ・ニュースポーツ・ゆるスポーツ
ラジオ体操
生活習慣病予防（季節・天候を問わず歩
ける）
医療サービス（耳鼻科・眼科・皮膚科など）

アウトドア・屋外
公園・芝生広場・木陰
山・星・水・空気など自然や季節を感じる
ハンモック・テラス・ツリーハウス
雪やソリで遊べる
かまくら
キャンプ・バーベキュー
動物と触れ合える
イベント広場（コンサート、講演等）
花木が豊かでシンボルツリーのある庭園

その他
コワーキングスペース
居場所、サードプレイス
子どもも大人も世代を超えて遊べる
各種相談
情報と人のマッチング・ボランティアセ
ンター
仕事・家事・育児のシェア（お手伝い募集）
障がい者の活躍・雇用
ユーテレのスタジオ
国際会議が開ける
住民票発行などの行政サービス
研究機関の誘致（自然環境・生物多様性等）
リビングラボ・オープンイノベーション
拠点
防災拠点
多目的に使える部屋
地下室
民宿
ゲーム
雨の日でも白馬の山やアクティビティ、全
国の美術館・博物館などがVRで楽しめる

図書館

その他の機能

子育て

こんなことを
学びたい

設計・建設に関すること
交流

滞在型＆交流型
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お問合せ　生涯学習スポーツ課　電話：0261-85-0726

図
書
館
等
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
た
検
討
(14)

住
民
説
明
会
の
報
告
／
こ
れ
ま
で
に
出
さ
れ
た
意
見
の
ま
と
め

上記以外にも、道の駅やプールとの併設、いろいろあれば良いというものでもない、欲張らず必要なものだけを揃える施設、「図書館」という名称から脱却してほしい、
図書館なんていらない、など、様々な意見をお寄せいただきました。（紙面の関係で抜粋したものを掲載していますので、あらかじめご了承ください）
ご意見は随時承りますので、電話・電子メール・FAX・窓口などお気軽にお聴かせください。

　
4
月
12
日
に
候
補
地
の
見
直
し
に
関

す
る
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、約
50
名

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
説
明
内
容
は
広
報
は
く
ば
３
月
号

に
掲
載
し
た
通
り
で
す
が
、参
加
者
か

ら
の
ご
質
問
や
ご
意
見
と
そ
れ
に
対

す
る
回
答
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
ご
質
問

Ｑ
．財
政
的
に
厳
し
い
中
で
、本
当
に

建
設
で
き
る
の
か
。

Ａ
．財
源
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

財
政
計
画
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討

を
進
め
た
い
。

Ｑ
．候
補
地
の
比
較
に
あ
た
り
、具
体

的
な
費
用
や
想
定
す
る
利
用
人
数

等
は
あ
っ
た
の
か
。

Ａ
．土
地
の
取
得
費
は
概
算
し
て
い
る

が
、利
用
者
数
等
の
想
定
は
基
本

計
画
の
見
直
し
の
中
で
検
討
し
た

い
。

Ｑ
．Ａ
〜
Ｄ
の
４
候
補
地
以
外
の
場
所

に
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
か
。

Ａ
．基
本
的
に
は
Ａ
〜
Ｃ
の
候
補
地
で

検
討
す
る
が
、状
況
に
よ
っ
て
別

の
場
所
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
う

る
。

■
ご
意
見

・住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
を

進
め
て
ほ
し
い
。

↓
今
後
、住
民
を
中
心
と
し
た
検
討
委

員
会
を
設
け
て
検
討
す
る
よ
う
に

し
た
い
。

・
説
明
や
意
見
交
換
に
つ
い
て
、子
育

て
中
の
人
な
ど
も
参
加
し
や
す
い
よ

う
に
曜
日
・
時
間
帯
の
配
慮
や
オ
ン

ラ
イ
ン
の
活
用
等
も
検
討
し
て
ほ
し

い
。

↓
今
後
、平
日・休
日
や
日
中・夜
間
な

ど
様
々
な
時
間
帯
で
そ
う
い
っ
た

場
を
設
け
た
い
。

・小
中
学
生
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
声
も

聞
い
て
ほ
し
い
。

↓
こ
れ
ま
で
に
も
中
高
生
を
対
象
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
て
き
た

が
、幅
広
い
世
代
の
声
を
拾
い
な

が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

これまでの検討経過
2017. 7～ 図書館施設検討委員会（2018.10まで全9回）
 10 白馬高校公営塾しろうま學舎ワークショップ
 11 文化祭での意見聴取・シニアクラブとの意見交換
  白馬中学校ワークショップ・一般公開ワークショップ
2018. 7 アンケート
 8～ 有識者会議（2019.2まで全4回）
 9～ 公募によるワークショップ（2018.11まで全3回）
2019. 3 基本構想策定（子育て支援機能の複合化決定）
2019. 11 有識者会議
2020. 3 基本計画策定（最優先候補地を白馬駅に決定）
2020. 4～ 官民連携調査（民間事業者へのサウンディング）
2021. 4 住民説明会開催

コンセプト：多様な創造性と出会い、豊かな未来へ誘う道しるべ　    ～街中のケルン～
これまで4年間にわたり多くの皆様からご意見やご提案をいただき、基本構想や基本計画を策定してきました。
基本計画の見直しにあたっては、それらのご意見等を踏まえた上で検討を進めていきます。（すべてを実現することはできませ
んので、建設費だけでなく運営や維持管理の費用も含めて取捨選択することになります）

様々な本がある
マンガがたくさんある
雑誌・新聞がある
外国語の絵本・書籍が読める
（多言語サービス）
観光の研究ができる
地域の歴史や山岳について学べる
地域の仕事や人を知れる
電子図書がある

空間
山が見える
広くてのんびりできる
個人スペースがある
寝転がって本を読める
賑やかで楽しい
静かに勉強ができる学習室

サービス等
遅くまで営業している
製本できる
読み聞かせ・対面朗読ができる
映像や音楽を視聴できる
知識や情報の集積と発信
学校教育との連携
図書館カードで地域通貨・ポイントが使える
村外の人のお土産になる図書館カード
付帯施設で活用できる定額会員制サービス
自動貸出機
サテライトライブラリ・移動図書館
デジタルアーカイブ
村民みんなで本を出版するプロジェクト
誰もが行きやすい（アクセスしやすい）

季節・天候に左右されず遊べる屋内広場
遊具のある公園を併設（屋外広場）
水遊びができる
託児（一時預かり）
妊婦の交流
木育（木のおもちゃ）
トイライブラリー
（不要おもちゃの集積・貸出・シェア）
子どもがお手伝いをしてお小遣い（ポイ
ント）がもらえる
子連れでも気軽に利用できる
子どもだけでも気軽に立ち寄れる

多世代、外国人、障がい者、二地域居住者、
村外の白馬ファンなど多様な人々の交流
気軽に雑談できる・騒いでも許される
用事がなくても立ち寄れる・時間を潰せる
多世代が挑戦できる場所
住民一人ひとりが活躍できる
まちづくりや政治をオープンに議論できる
コンシェルジュ（人と人を繋ぐ）

世代を超えてみんなの"得意"を教え合う
コミュニティカレッジ
生活の知恵の交換
学習支援（宿題サポート・不登校支援）
語学・英会話・日本語教室
パソコン・スマホ・ＩＴ
料理（郷土、国際、蕎麦打ち、漬物、味噌づ
くり）
農業（米づくり、野菜づくり）
生活スキル（薪割り・除雪）、ビジネススキル
伝統工芸・伝統文化（茶道・華道、落語）
地域の歴史・文化、戦争体験

誰もが使いやすい（外国人・障害者等）
ユニバーサルデザイン・バリアフリー
ダイバーシティ（多様性）
インクルーシブ（包摂）
地域の木材を活用（材木の寄付を募る）
いろいろな種類の椅子やテーブルがある
机や椅子の配置を自由に変えられる
時代の変化に応じて使い方を変えられる
管理しやすい・維持費がかからない
環境への配慮（断熱・省エネ・創エネ・脱炭素）

飲食
カフェ（モーニング・ランチ・ディナー）
バー・居酒屋
子ども食堂
村民食堂（地産地消・ジビエ）
おこひる（そば茶、おやき、漬物）
共用キッチン（料理でつながる）

アーツ＆クラフツ
ホール
防音室・録音室・スタジオ（音楽でつながる）
ストリートピアノ
イベントができるオープンな通路
（展示・ミニライブ・講演・ワークショップ）
映画館（ミニシアター）
美術館・博物館、文化財の保存と活用
山とスキーの総合資料館との連携
ものづくり・木工・工作
ミシン・手芸
3Dプリンタ・レーザーカッター
実験室・学びと体験の融合

販売
ブックセンター（本の売買・交換）
ミュージアムショップ
（白馬関連の工芸品等の販売）
チャレンジショップ（創業支援）
フリーマーケット
リサイクル・リユースコーナー
コンビニ・よろずや
アウトドアショップ
地産地消、余剰農産品のシェア・量り売り

寛ぎ・安らぎ・憩い・癒し
和室（畳）、茶室、囲炉裏
お昼寝スペース
木の香り・自然の香り
こたつ・縁側
マッサージチェア
温泉・足湯
瞑想・マインドフルネス
ファーストクラスのような贅沢な空間
（有料）
一人になれる場所・隠れ家

健康・医療
健診・体調管理（測定機器と相談）
ジム・トレーニング室
クライミング・ボルダリング
ヨガ・ニュースポーツ・ゆるスポーツ
ラジオ体操
生活習慣病予防（季節・天候を問わず歩
ける）
医療サービス（耳鼻科・眼科・皮膚科など）

アウトドア・屋外
公園・芝生広場・木陰
山・星・水・空気など自然や季節を感じる
ハンモック・テラス・ツリーハウス
雪やソリで遊べる
かまくら
キャンプ・バーベキュー
動物と触れ合える
イベント広場（コンサート、講演等）
花木が豊かでシンボルツリーのある庭園

その他
コワーキングスペース
居場所、サードプレイス
子どもも大人も世代を超えて遊べる
各種相談
情報と人のマッチング・ボランティアセ
ンター
仕事・家事・育児のシェア（お手伝い募集）
障がい者の活躍・雇用
ユーテレのスタジオ
国際会議が開ける
住民票発行などの行政サービス
研究機関の誘致（自然環境・生物多様性等）
リビングラボ・オープンイノベーション
拠点
防災拠点
多目的に使える部屋
地下室
民宿
ゲーム
雨の日でも白馬の山やアクティビティ、全
国の美術館・博物館などがVRで楽しめる

図書館

その他の機能

子育て

こんなことを
学びたい

設計・建設に関すること
交流

滞在型＆交流型
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6

村
営
住
宅
入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

白
馬
村
役
場
建
設
課
で
は
、左
記
の
と
お
り
村
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

３
．
入
居
申
し
込
み
資
格

次
の
各
号
に
掲
げ
る
条
件
を
具
備
し
て
い

る
方
で
す
。

（
1
）�一
定
の
基
準
以
下
の
所
得
で
あ
る
こ
と

（
公
営
住
宅
法
施
行
令
第
6
条
）。

◇�

所
得
基
準（
月
額
）　
「
裁
量
階
層
」に
該

当
す
る
場
合　
2
1
4
，0
0
0
円
以
下

　
上
記
以
外　
　
1
5
8
，0
0
0
円
以
下

（
2
）税
金
の
滞
納
を
し
て
い
な
い
こ
と
。

（
3
）現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
。

（
4
）�暴
力
団
及
び
、そ
の
構
成
団
体
に
加
入

し
て
い
な
い
こ
と
。

　

そ
の
他
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、白
馬
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、下

記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

お問合せ：白馬村役場　建設課　土地利用・建築係　電話：0261-85-0724

１．公募する村営住宅

所在地 団地名 間取 家賃 募集戸数 募集する
部屋の番号

北城12867番地69 森上 3DKY 9,000円～13,500円 1戸 53-4

○犬、猫などのペットの飼育は禁止です（盲導犬等を除く）。

２．募集日程および申込方法

入居申込受付期間
5/18（火曜日）～6/4（金曜日）
※土日は除く
8時30分～17時00分

白馬村役場建設課窓口

抽選会及び
入居説明会

6/21（月曜日）15時00分～
白馬村役場2F　201・202会議室
※代理の方の出席も可能です

入居手続期間
6/24（木曜日）～7/5（月曜日）
※土日は除く
8時30分～17時00分

白馬村役場建設課窓口

入居可能日
（鍵渡し）

入居手続き完了から概ね二日後～
※土日は除く

この日以降、家賃がかかります

所定の申込用紙を、白馬村役場建設課に提出して下さい。
申込用紙は建設課窓口に用意してあります。（行政HPからのダウンロードも可能です。）
※�注意　申込書には、入居希望の方全員の住民票、収入状況を証明する書類（所得・課税・扶
養�証明書等）並び納税証明書を添付して下さい。



7

看
板
な
ど
の
屋
外
広
告
物
の
安
全

点
検
を
お
願
い
し
ま
す

克
雪
住
宅
普
及
促
進
事
業
の
お
知
ら
せ

令
和
３
年
３
月
に
、長
野
県
内
に
お
い
て
、県
道
沿
い
に

設
置
さ
れ
て
い
た
屋
外
広
告
物
の
倒
壊
に
よ
る
、通
行
人
の

負
傷
及
び
通
行
車
両
が
損
傷
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

倒
壊
し
た
屋
外
広
告
物
は
、設
置
か
ら
30
年
以
上
が
経
過

し
て
お
り
、適
切
な
安
全
点
検
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、支
柱

根
本
が
腐
食
し
て
お
り
、強
風
の
影
響
を
受
け
倒
壊
し
た
も

の
で
す
。

看
板
な
ど
の
屋
外
広
告
物
を
設
置
さ
れ
て
い
る
施
設
管
理

者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、本
体
及
び
取
り
付
け
部
等
の
変
形

腐
食
、ボ
ル
ト
及
び
ビ
ス
等
の
錆
・
緩
み
、表
示
面
の
破
損
・

剥
離
等
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、屋
外
広
告
物
を
新
た
に
設
置
す
る
場
合
、ま
た
は

改
造
す
る
場
合
に
は
、申
請
に
よ
る
許
可
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
白
馬
村
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
行
政
サ
イ
ト

−

組
織
か
ら
探
す

−

建
設
課�

建
設
係

−�

景
観�

屋
外
広
告
物

規
制
）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

住
民
の
雪
下
ろ
し
に
よ
る
身
体
的
負
担
を
軽
減
し
、作
業
中
の
転
落
事
故
等
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、予
算
の
範
囲
内
で
住
宅
の
克
雪
化
に
係
る
工
事
費
用
の
一
部
を
県
と
村
で
補
助
し
ま
す
。

【
事
業
内
容
】

お問合せ　白馬村役場　建設課　電話：0261-85-0724

お問合せ　白馬村役場　建設課　土地利用・建築係　電話 :0261-85-0724

１　対象となる克雪住宅
      （居住部分が延べ面積の 1/2 未満である併用住宅を除く）

融雪型（新築・増改築、改修） 屋根の雪を温水やヒーター、温風等で融かす方式

自然落雪型（改修のみ） 人力によらず屋根構造により自然落雪させる方式

雪下ろし型（改修のみ） 命綱固定用アンカーの設置等、雪下ろし作業の安全
性を確保するための措置を講じる方式

2　補助率及び限度額
克雪方式

融雪型 自然落雪型 雪下ろし型

補助率 1/5【1/4】 1/5【1/4】 1/2

限度額 60万円【75万円】 45万円【55万円】 8万円

※１　高齢者世帯等の場合は補助率・限度額ともに上限は【　】内となります。
※２　�補助対象となる工事は、諸条件（屋根の勾配や塗装剤等）に合致している必要

がありますので、詳しくは建設課までお問合せください。



ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
　
白
馬
の
す
い
ど
う（
第
8
回
）

公
共
下
水
道
の
あ
る
暮
ら
し

白
馬
村
で
は
昭
和
59
年
度
に
公
共
下
水

道
事
業
に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、豊
か
な
自
然
を

守
り
、衛
生
的
な
文
化
生
活
を
営
む
た
め
、

多
く
の
村
民
が
下
水
道
の
整
備
を
望
ん
だ

こ
と
も
あ
り
、村
で
は
基
礎
調
査
を
経
て
、

平
成
元
年
度
に
国
の
認
可
を
受
け
事
業
に

着
手
し
ま
し
た
。

大
出
地
区
に
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、

平
成
５
年
８
月
に
は
一
部
地
域
の
供
用
を

開
始
し
ま
し
た
。
以
降
、第
１
期
～
３
期
計

画
と
工
事
を
進
め
、排
水
区
域
を
拡
大
し
て

き
ま
し
た
。
平
成
17
年
度
の
工
事
を
最
後
に
、

接
続
状
況
や
財
政
状
況
を
考
慮
し
、区
域
の

拡
大
は
行
っ
て
お
ら
ず
、そ
の
排
水
区
域
は

約
４
３
２
ha
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

め
い
て
つ
・
み
そ
ら
野
・
ど
ん
ぐ
り
地
区

な
ど
は
、昭
和
63
年
に
策
定
し
た
下
水
道
事

業
の
全
体
計
画
に
含
ま
れ
て
は
い
る
も
の

の
、現
時
点
に
お
い
て
は
排
水
対
象
区
域
と

な
る
予
定
は
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、区
域
外
と
な
っ
て
い
る
地
区

は
、生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
汚
濁

防
止
、環
境
衛
生
の
向
上
を
目
的
に
、平
成

17
年
度
よ
り
合
併
浄
化
槽
設
置
に
よ
る
水

洗
化
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

具
体
的
に
は
、浄
化
槽
の
設
置
工
事
に
対

し
、補
助
金
の
交
付
制
度
を
設
け
て
対
応
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

下
水
道
の
加
入
状
況
は
？

令
和
２
年
３
月
31
日
現
在
の
状
況
で
は
、

人
口
の
約
62
％
が
公
共
下
水
道
に
接
続
を

し
て
い
る
ほ
か
、農
業
集
落
排
水
へ
の
接
続

と
浄
化
槽
の
設
置
が
約
36
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
が
可
能
な
地
域

で
あ
り
な
が
ら
、今
な
お
浄
化
槽
を
設
置
し

て
い
る
、も
し
く
は
汲
み
取
り
に
よ
り
処
理

を
行
っ
て
い
る
の
は
約
13
％
で
千
人
を
超

え
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
当
然
、接
続
を
行

う
た
め
に
は
費
用
が
生
じ
て
し
ま
う
の
で

す
が
、下
水
道
へ
の
加
入
が
可
能
な
地
域
の

方
に
あ
っ
て
は
、『
快
適
な
生
活
環
境
の
確

保
』『
魅
力
あ
る
観
光
地
と
し
て
、水
質
保
全

の
実
現
』の
た
め
、早
期
の
加
入
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

下
水
道
は
資
源
を
創
る

下
水
処
理
過
程
で
発
生
す
る
下
水
汚
泥

は
、従
来
は
廃
棄
物
と
し
て
埋
め
立
て
な
ど

で
処
分
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、近
年

は
技
術
の
進
歩
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

や
緑
農
地
利
用
、建
築
資
材
利
用
等
、多
様

な
資
源
と
し
て
活
用
で
き
る
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
有
し
て
い
ま
す
。

白
馬
村
に
お
い
て
も
、汚
水
を
き
れ
い
に

処
理
す
る
だ
け
で
な
く
、下
水
処
理
の
過
程

で
発
生
し
た
汚
泥
か
ら
、リ
ン
や
窒
素
を
回

収
し
、肥
料
と
し
て
利
用
し
た
り
、汚
泥
を

セ
メ
ン
ト
の
原
料
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
、

資
源
の
再
利
用
を
前
提
に
し
た
リ
サ
イ
ク

ル
社
会
形
成
の
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

下
水
道
事
業
の
会
計
処
理

下
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、計
画
的

な
経
営
基
盤
の
強
化
と
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
向
上
を
的
確
に
行
い
、健
全
な
財
政
運

営
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、令
和
元
年
度
よ
り
会
計
処
理
の
方

法
を
改
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
ま
で
採
用
さ
れ
て
い
た
官
公
庁
会

計
は「
単
式
簿
記
」で
、歳
入
も
歳
出
も
現

金
と
い
う
経
済
価
値
の
増
加
・
減
少
だ
け
を

記
帳
し
て
お
り
、価
値
の
増
加
の
代
償
と
し

て
何
を
与
え
、価
値
の
減
少
の
代
償
と
し
て

何
を
得
た
か
は
明
確
に
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、公
営
企
業
会
計
へ
の
適
用
は
、い

わ
ゆ
る「
複
式
簿
記
」へ
の
移
行
と
な
り
、

一
つ
の
取
引
に
よ
っ
て
生
じ
る
価
値
の
増

加
と
他
の
価
値
の
減
少
と
の
両
面
を
記
帳

す
る
も
の
で
、民
間
企
業
に
お
け
る
財
貨
等

の
記
録
の
ほ
と
ん
ど
が「
複
式
簿
記
」で
あ

る
よ
う
に
、そ
の
有
用
性
と
い
う
点
で
優
れ

て
い
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
厳

し
い
財
政
状
況
下
に
あ
る
も
の
の
、支
出
を

精
査
す
る
な
ど
、今
後
も
財
政
の
健
全
化
に

鋭
意
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「平成２年の広報はくば」�事業概要が掲載されている

8

お問合せ　白馬村役場　上下水道課上下水道係　電話：0261-85-0714
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な
る
ほ
ど
！
村
税
情
報
　
vol.2

令
和
３
年
度　
個
人
住
民
税
に
つ
い
て

◆
住
民
税
と
は

　

個
人
住
民
税
と
は
、地
方
自
治
体
が
行
う
事
業
の
費
用
を

住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
能
力
に
応
じ
て
分
担
す
る
地
方
税

で
す
。所
得
税（
国
税
）と
は
異
な
り
、住
民
税
は
地
域
社
会

の
会
費
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、よ
り
多
く
の
人
に
負
担
を

求
め
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
住
民
税
の
内
訳

　
個
人
住
民
税
は「
県
民
税
」と「
村
民
税
」か
ら
な
り
、そ
れ

ぞ
れ
に「
均
等
割
」と「
所
得
割
」が
あ
り
ま
す
。こ
の
均
等
割

と
所
得
割
の
額
を
合
計
し
た
も
の
が
年
税
額
に
な
り
ま
す
。

　
「
均
等
割
」と
は
、村
内
に
住
所
が
あ
る
人
や
村
内
に
住
所

は
な
い
が
事
務
所
、事
業
所
、家
屋
敷
が
あ
る
人
が
、一
律
に

負
担
す
る
税
金
で
す
。

　
「
所
得
割
」と
は
、そ
の
人
の
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
計
算

さ
れ
た
税
額
を
負
担
す
る
税
金
で
す
。

◆
住
民
税
を
納
め
る
人（
納
税
義
務
者
）

　
個
人
住
民
税
は
、そ
の
年
の
1
月
1
日
現
在
の
住
所
地
で
、

前
年（
1
月
か
ら
12
月
）の
所
得
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

◆
住
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人

一
、均
等
割
も
所
得
割
も
か
か
ら
な
い
人

　
（
ア
）生
活
保
護
法
に
よ
っ
て
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

　
（
イ
）�障
が
い
者
、未
成
年
者
、ひ
と
り
親
又
は
寡
婦（
ひ

と
り
親
を
除
く
）
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

1
3
5
万
円
以
下
で
あ
っ
た
人

　
（
ウ
）�前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
次
の
金
額
以
下
で
あ
っ

た
人

　
　
　
・
扶
養
親
族
が
い
な
い
人　
28
万
円
＋
10
万
円

　
　
　
・�

扶
養
親
族
が
い
る
人　
28
万
円
×（
控
除
対
象
配

偶
者
と
扶
養
親
族（
年
少
扶
養
含
む
）の
人
数
＋
1
）

＋
10
万
円
＋
16
・
8
万
円

二
、所
得
割
が
か
か
ら
な
い
人

前
年
の
総
所
得
金
額
が
次
の
金
額
以
下
の
人

・
扶
養
親
族
が
い
な
い
人　
35
万
円
＋
10
万
円

・�

扶
養
親
族
が
い
る
人　
35
万
円
×（
控
除
対
象
配
偶
者

��

と
扶
養
親
族（
年
少
扶
養
含
む
）の
人
数
＋
1
）＋
10
万
円
＋

※�

32
万
円（
※
32
万
円
は
、同
一
生
計
配
偶
者
又
は
扶
養
親

族
を
有
す
る
場
合
の
み
加
算
）

　

納
税
通
知
書
の
発
送
時
期
は
、給
与
特
別
徴
収
対
象
者
が

5
月
中
旬
頃
、普
通
徴
収
対
象
者
及
び
年
金
特
別
徴
収
対
象

者
が
6
月
中
旬
頃
と
な
り
ま
す
。一
人
ひ
と
り
が
地
方
自
治

体
の
主
人
公
と
し
て
、住
み
良
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
積

極
的
に
参
画
す
る
た
め
に
も
、住
民
税
に
対
す
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
納
付
方
法
・
納
付
場
所

村
税
・
料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て

   お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712

上下
水道料金 軽自動車税

現金払
（金融機関及び役場会計室） ◯ ◯

現金払
（コンビニエンスストア） ◯ ◯

口座振替 ◯ ◯
クレジットカード決済

（インターネット及び窓口） − ◯
スマートフォン決済

（PayPay 及び LINE Pay） − ◯

５
月
納
期
の
村
税
及
び
料
金

　
　
軽
自
動
車
税	

第
１
期
分

　
　
上
下
水
道
料
金	

５
月
請
求
分

納期限及び口座振替日

5
25火
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白馬村・白馬村農業委員会・白馬村営農支援センター
作業区分 単位 標準金額 摘要

水田作業

自動耕耘機による耕起 10a 6,500 標準　13～ 15㎝耕起�
�
　特殊事情田は当事者間で協議�
　　湿田　2割以内の割増�
　　不正形　相対で協議

機械代かき作業 10a 11,500
【荒代のみ】 10a 5,000
【植代のみ】 10a 6,500
施肥 10a 2,200 機械まき、委託者が補助者 1人を付ける
機械田植作業 10a 9,200 委託者が補助者 1人を付ける�

��側条田植機は同時施肥の場合側条田植機使用 10a 11,800

防除作業　　粉、粒剤散布
　　　　　　液剤散布

10a 1,100
10a 1,800

収穫作業　【稲】コンバイン
������������【そば】コンバイン

10a 20,900 グレンタンク付は 1,000 円増、委託者が
補助者 1人を付ける

10a 10,900 委託者が補助者 1人を付ける

その他
機械作業

施肥播種 10a 8,300 ロータリーシーダー使用
大豆脱穀 1時間 7,400 スレッシャー使用

労賃
水田一般作業 1時間 890 食事は作業者負担　男女問わず、時間外

は割増賃金とする畑一般作業 1時間 890

オペレーター
賃金

トラクター 1日 11,700
オペレーターのみを雇う場合�
実働 8時間田植機 1日 11,700

コンバイン 1日 11,700

（注）	１　この賃金（料金）は、ＪＡ長野中央会及び長野県農業会議の令和 3年度標準表を参考に定めたものです
	 ２　この賃金（料金）を適用する期間は、令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31日までとします
	 ３　機械作業については、運転者・機械・燃料を受託者が負担します
	 ４　上記以外の作業については、地域の実情に見合う賃金（料金）を当事者間で決定してください
	 ５　休憩時の湯茶は簡素なものにすること、また、必ずお昼を持参すること
	 ６　この料金は、消費税を含んだ料金です	

令和3年度　白馬村農作業標準賃金及び機械作業標準料金表

（注）	1.　	「標準額」は賃貸借契約において参考としていただくための目安であり、作物の種類や生産性、農地の形状や畔等の耕作以
外の面積や管理、日当たりや周囲の農道・水路等の実情により当事者間で協議のうえ決定してください。

	 2.　	土地改良区の賦課金は所有者負担となります。その他、租税公課（事業負担金、税金等）の有無も考慮した協議を行ってく
ださい。

	 3.　農地の区分は農家基本台帳の現況地目によってください。そば、大豆、野菜等の転作田も田です。
	 4.　	畑の単価は、田の単価の５割程度を目安とします。規模や生産性、維持管理費等も考慮した協議を行ってください。
	 5.　	著しく生産性の低い農地等は、対価の伴わない使用賃借とするなど、農地の保全に努めてください。

	 この賃金（標準額）を適用する期間は、令和３年4月1日から令和４年3月31日までとします。

令和 3年度農地使用料の標準額　　10aあたり
農地の区分 標準額

ほ場整備完了田　　10a以上田 6,000　
ほ場整備未実施田　10a以上田 2,000　
ほ場整備未実施田　10a未満田 1,500　

【参考】土地改良区賦課金　10aあたり
神城県ぽ地区 2,800　
神城県ぽ地区外 1,000　
飯森県ぽ地区 1,500　
平川かん排地区 1,000　

お問合せ　白馬村農業委員会事務局（白馬村役場農政課内）　電話：0261-85-0766
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農
薬
の
適
正
使
用
に
つ
い
て

水
路
の
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

農
薬
を
取
扱
う
際
に
は
農
薬
が
原
因
と
な
る
事
故

等
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、左
記
事
項
な
ど
に
つ

い
て
十
分
に
注
意
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

１�

　
農
薬
の
ラ
ベ
ル
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
使
用

方
法
を
守
り
、農
作
物
や
人
畜
、水
域
の
生
活
環

境
　
動
植
物
へ
害
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

２�

　
周
辺
に
飛
散
し
な
い
よ
う
、十
分
注
意
し
て

散
布
す
る
こ
と
。

３�

　
農
薬
を
取
扱
う
際
は
、防
護
衣
や
マ
ス
ク
等

を
着
用
す
る
こ
と
。

４�

　
ほ
場
の
面
積
等
を
勘
案
し
、薬
液
は
余
ら
な

い
よ
う
必
要
量
を
調
整
す
る
こ
と
。

５�
　
散
布
後
は
防
除
機
具
等
洗
浄
を
十
分
行
う
と

と
も
に
、洗
浄
水
は
河
川
等
へ
流
出
さ
せ
な
い

こ
と
。

６�

　
誤
飲・
誤
食
を
防
止
す
る
た
め
、農
薬
を
飲
食

物
等
の
別
の
容
器
に
絶
対
に
移
し
替
え
な
い
こ
と
。

７�

　
不
要
と
な
っ
た
農
薬
は
放
置
せ
ず
に
、専
門

の
業
者
に
処
理
を
依
頼
す
る
等
、適
切
に
処
分

す
る
こ
と
。

８�

　
最
終
有
効
年
月
を
過
ぎ
た
農
薬
を
使
用
し
な

い
こ
と
。

９�

　
防
除
日
誌
を
記
帳
す
る
こ
と
。

　
ゴ
ミ（
畔
草
刈
り
の
草
も
含
む
）の
投
棄
に

よ
り
、川
下
の
田
ん
ぼ
に
ゴ
ミ
が
入
っ
て
し

ま
う
こ
と
や
、水
路
が
詰
ま
っ
て
営
農
や
生

活
に
大
き
な
支
障
を
き
た
す
事
案
が
毎
年
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
下
流
域
の
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、ゴ

ミ
を
流
さ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

水
路
や
川
に
で
き
る
だ
け
刈
草
等
を
流
さ
な

い
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、詰
り
が
生
じ
て
い
ま
し
た
ら
、詰
り

の
原
因
を
取
り
除
い
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

地
域
全
体
で
の
ご
協
力
を
併
せ
て
お
願
い
し

ま
す
。

お問合せ　長野県病害虫防除所　電話：026-248-6471　FAX：026-248-6473

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

お問合せ　白馬村土地改良区事務局（白馬村役場農政課内）　電話：0261-85-0766

土
砂
搬
出
に
伴
う

平
川
か
ん
が
い
排
水
停
水
の
お
知
ら
せ

白
馬
村
土
地
改
良
区
が
管
理
す
る
平
川
か
ん
が

い
排
水
に
つ
き
ま
し
て
は
、昨
年
11
月
に
取
水
口

の
土
砂
搬
出
工
事
を
行
い
、５
月
の
田
植
え
時
期

に
は
十
分
な
農
業
用
水
の
供
給
が
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
参
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、昨
年
発
生
し

た
平
川
上
流
の
土
砂
崩
落
等
の
影
響
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
大
量
の
土
砂
が
流
れ
込
み
、４
月
の

段
階
で
既
に
取
水
口
の
土
砂
が
ほ
ぼ
満
杯
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
近
年
に
例
が
な
く
、農
業

用
水
の
安
定
し
た
供
給
の
た
め
に
堆
積
し
た
土
砂

を
定
期
的
に
排
出
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
当
面
の
間
、次
の
と
お
り
、毎
週
１
回
、

土
砂
排
出
作
業
を
実
施
し
、そ
の
間
に
用
水
を
停

水
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

本
格
的
な
営
農
時
期
を
迎
え
る
な
か
、大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、何
卒
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
停
水
期
間
】　
毎
週
水

曜
日
・
午
前
８
時
30
分
か

ら
　
２
～
３
時
間
程
度

※�

大
雨
な
ど
に
よ
り
、こ

の
ほ
か
に
緊
急
で
停

水
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

はく�5月.indd   11はく�5月.indd   11 R3/05/07   13:07R3/05/07   13:07
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５月中旬以降、順次検診票を発送しております。封筒が届いた方は、内容をよくご確認いた
だき、ご不明な点がありましたら、健康福祉課までお問合せください。お申し込みの無い方は、
今からでもお申し込みいただけます！�まずはお気軽にお問合せください。

日　程　下記の日程のうち、ご都合の良い日にお越しください。

時　間　午前７：００�～�午前１０：００
場　所　６月・７月・９月：白馬村多目的研修集会施設
　　　　　　������１１月：白馬村保健福祉ふれあいセンター

※�封筒両面、受診券、各種健診の説明書等をよくお読み
のうえ、お越しください。

※�新たに大腸がん検診をご希望の方は、健診希望日の１
週間前までにご連絡ください。

　採便容器を送付いたします。

６月 ７月 ９月 11月
16 17 18 20 14 15 16 17 6 7 8 9 15 16
水 木 金 日 水 木 金 土 月 火 水 木 月 火

令和３年度の各種検診・がん検診は、新型コロナウイルス感染症の影響で、日程等が変更に
なる可能性がございます。その場合は、通知等で改めてお知らせします。

今年度の封筒は
ピンク色！

村の各種健診・がん検診の
受診券を送付します！
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令和３年度�子宮頸がん検診・乳がん検診�が始まります。

子宮頸がんは２０代頃から、乳がんは４０代頃から発症が増加します。これらのがんは、自
覚症状が無いまま、知らず知らずのうちに進行している場合があります。しかし、早期発見・
早期治療できれば、治る可能性の高いがんでもあります。日ごろ健康だと思っている人も、早
期発見・早期治療のために、２年に１度の検診を受けましょう。

女性がん検診のお知らせ 今からでもお申込みいた
だけます！まずはお気軽
にお問合せください。

子宮頸がん検診 乳がん検診

日程

� 5月:�18日（火曜日）、22日（土曜日）、
� �31日（月曜日）
� 6月:�  2日（水曜日）
� 7月:�20日（火曜日）
� 10月:�18日（月曜日）

� 5月:�20日（木曜日）
� 6月:���5日（土曜日）、24日（木曜日）
� 7月:���7日（水曜日）
� 10月:�13日（水曜日）
� 11月:���8日（月曜日）※午後のみ

時間 ������������［受付］13:00～13:45
������������［検査］13:30～

9:00～11:30
13:00～14:30

※完全予約制（30分単位で時間指定）

料金 2,000円 2,000円

対象 20歳以上の女性
（令和4年3月末年齢）

40歳以上74歳までの女性
（令和4年3月末年齢）

会場 白馬村保健福祉ふれあいセンター

申込み 白馬村役場�健康福祉課�健康づくり係　☎0261-85-0713
※必ずお申込みが必要です。

●�先にお送りした「令和３年度検診調査票」において、子宮頸がん・乳がん検診を「受ける」と回答された方には、順次検診票を発送し
ております。

●�本検診は２年に１度の検査です。昨年度の白馬村の子宮頸がん・乳がん検診（クーポン券の利用含む）を受けた方は、原則今年度は
受診できません。

●�がん検診については、原則、料金の３分の１相当を自己負担額として住民の皆様から頂戴しております。
●�子宮頸がん検診は、子宮の病気で治療中の方、不正出血など自覚症状のある方、子宮全摘出術を受けている方、性交渉の経験がない
方は、村の検診の対象外です。

●�乳がん検診は、自覚症状のある方、乳房内に異物が入っている方、乳房疾患で治療・過観察中の方、妊娠中・授乳中・断乳後１年以内
の方は、村の検診の対象外です。

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　健康づくり係　電話：0261-85-0713
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お問合せ　白馬村地域包括支援センター　電話 :0261-72-6667

令
和
3
年
度 

成
年
後
見
制
度
無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

今
日
、
私
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
は
契
約
・
財
産

の
管
理
・
情
報
媒
体
の
変

化
に
よ
り
、
昔
に
比
べ
て

手
続
き
な
ど
が
複
雑
化
し

て
き
て
い
ま
す
。

判
断
能
力
が
低
下
し
た

時
の
財
産
管
理
の
事
、
身

寄
り
が
な
く
今
後
の
生
活

に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、

今
ま
で
具
体
的
に
将
来
の

事
を
検
討
し
た
こ
と
が
無

い
方
な
ど
に
無
料
の
相
談

会
を
ご
案
内
致
し
ま
す
。

相
談
会
は
毎
月
1
回
、
大

北
地
区
内
の
市
町
村
輪
番

で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

お
住
ま
い
の
地
区
以
外
で

の
相
談
も
可
能
で
す
。
お

問
合
せ
先
を
通
し
て
ご
予

約
下
さ
い
。

子
育
て
、
就
園
、
就
学
、
学
校
生
活
、

就
労
な
ど
、
乳
幼
児
期
か
ら
18
歳
ま

で
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

・
こ
ど
も
の
発
達
が
心
配

・
学
校
生
活
や
友
だ
ち
関
係
が
気
に
な
る

・
登
園
や
登
校
を
し
ぶ
り
が
ち

・
落
ち
着
き
の
な
さ
や
行
動
が
気
に
な
る

・
相
談
で
き
る
人
が
い
な
い

相
談
の
申
し
込
み

・�

教
育
相
談
は
、「
電
話
相
談
」
と
「
来
所
相
談
」

が
あ
り
ま
す

・�

来
所
相
談
は
、
事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い

相
談
電
話

0
2
6
1
‐
７
２
‐
７
８
３
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

（
ナ
ヤ
ミ
ナ
シ
）

　相
談
時
間
　
　
月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
　
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

※
　�

相
談
員
の
都
合
に
よ
り
、
休
み
の

日
が
あ
り
ま
す

開催日 開催場所 開催時間
  5月27日（木曜日） 小谷村役場　2階　会議室

午後1時30分〜

午後3時30分

  6月24日（木曜日） 大町市総合福祉センター　2階　小会議室
  7月15日（木曜日） 白馬村ふれあいセンター　2階　学習室
  8月26日（木曜日）

大町市総合福祉センター　2階　小会議室  9月16日（木曜日）
10月28日（木曜日）
11月25日（木曜日） 池田町総合福祉センター　2階　大会議室
12月23日（木曜日） 大町市総合福祉センター　2階　小会議室
  1月27日（木曜日） 松川村保健センター　　　問診室
  2月24日（木曜日）

大町市総合福祉センター　2階　小会議室
  3月24日（木曜日）

大町市地域包括支援センター  0261-22-0420 松川村地域包括支援センター  0261-62-3290
大町市北部地域包括支援センター  0261-85-0062 白馬村地域包括支援センター  0261-72-6667
大町市南部地域包括支援センター  0261-21-1702 小谷村地域包括支援センター  0261-82-3135
池田町地域包括支援センター  0261-61-5000 北アルプス後見支援センター  0261-22-1550

＊�お問合せは各市町村の地域包括支援センターまたは、北アルプス成年後見センターまでお願いいたしま
す。ご相談は弁護士・司法書士・社会福祉士などの専門家が承り、内容の秘密は守られます。お気軽に
ご相談下さい。

＊連絡先

白
馬
村
教
育
委
員
会

子
ど
も
電
話
相
談
の
ご
案
内

はく�5月.indd   14はく�5月.indd   14 R3/05/07   13:07R3/05/07   13:07
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お問合せ　白馬村役場健康福祉課福祉介護係　電話：0261-85-0713

村
で
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
自
ら
の
望
む
地
域

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
本
村
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
実
績
等
を
踏
ま
え
、
自
立
や

社
会
参
加
を
は
じ
め
、
誰
も
が
い
き
い
き
と

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
総
合
的
な
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
、「
第
6
期
白
馬
村
障
害
福
祉
計

画
及
び
第
2
期
白
馬
村
障
害
児
福
祉
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

今
月
号
か
ら
複
数
回
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
計
画
の
内
容
及
び
関
連
す
る
事
項
を
解

説
し
て
い
き
ま
す
。

始
め
に
、
計
画
の
概
要
を
2
回
に
分
け
て

解
説
し
ま
す
。

○
障
害
福
祉
計
画・

　
障
害
児
福
祉
計
画
は

　
ど
の
よ
う
な
計
画
な
の
？

国
の
基
本
指
針
を
踏
ま
え
、
前
期
計
画
の

実
施
状
況
を
評
価
し
た
う
え
で
、
長
野
県
の

計
画
と
整
合
性
を
と
り
な
が
ら
、

・
障
害
福
祉
計
画
で
は
・・・

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
相
談
支
援
、
地

域
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
各
年
度
の
サ
ー

ビ
ス
種
類
ご
と
に
必
要
な
見
込
量
と
そ
れ
を

確
保
す
る
た
め
の
方
策
を
定
め
ま
す
。

計
画
期
間
：
令
和
3
年
度
か
ら
令
和
5
年

度
ま
で
の
3
年
間

・
障
害
児
福
祉
計
画
で
は
・・・

障
害
児
通
所
支
援
等
の
提
供
体
制
そ
の
他

障
害
児
通
所
支
援
等
の
円
滑
な
実
施
に
つ
い

て
、
各
年
度
の
サ
ー
ビ
ス
種
類
ご
と
に
必
要

な
見
込
量
と
そ
れ
を
確
保
す
る
た
め
の
方
策

を
定
め
ま
す
。
　

計
画
期
間
：
令
和
3
年
度
か
ら
令
和
5
年

度
ま
で
の
3
年
間

な
お
、
今
回
は
策
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
障
が
い
者
に
関
わ
る
施
策

の
基
本
的
な
方
向
性
を
定
め
る
「
白
馬
村
障

害
者
計
画
」
も
あ
り
ま
す
。（
計
画
期
間
：
平

成
30
年
度
か
ら
令
和
5
年
度
ま
で
の
6
年
計

画
）

○
策
定
の
背
景・経
過
は

　
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

令
和
2
年
度
末
に
第
5
期
白
馬
村
障
害
福

祉
計
画
及
び
第
1
期
白
馬
村
障
害
児
福
祉
計

画
（
平
成
30
年
度
～
令
和
2
年
度
）
が
計
画

期
間
満
了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
策
定
し
ま

し
た
。

第
3
期
白
馬
村
障
害
者
計
画
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
令
和
5
年
度
ま
で
の
6
年

計
画
で
す
。（
計
画
に
は
資
料
と
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
）

○
ど
の
よ
う
に

　
策
定
し
た
の
？

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
、
住
民
代
表
、
学
識
経

験
者
、
福
祉
・
医
療
関
係
者
、
当
事
者
団
体

代
表
等
か
ら
な
る
「
白
馬
村
社
会
福
祉
推
進

委
員
会
」
を
設
置
し
、
審
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
計
画
の
案
の
段
階
で
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
村
民
の
意
見
募
集
を
行

い
ま
し
た
。

○
ど
こ
で
見
る
こ
と
が

　
で
き
る
の
？

白
馬
村
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
掲
載

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
役
場
健
康
福
祉
課
及
び
白
馬
村
図

書
館
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
○
次
回：計
画
の
概
要
P
a
r
t
2

シ
リ
ー
ズ
　
障
害
福
祉
計
画
・
障
害
児
福
祉
計
画
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
　
№
1

　
　
　
　
　
�

【
計
画
の
概
要 

P
a
r
t
1
】
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白
馬
村
体
育
協
会
は
、

「
白
馬
村
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」に

名
称
変
更
し
ま
し
た

防
火
管
理
者
新
規

講
習
会
の
お
知
ら
せ

第
24
回
白
馬
ス
ノ
ー
ハ
ー
プ

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

中
止
の
お
知
ら
せ

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

「
特
設
人
権
相
談
所
」の

開
設
に
つ
い
て

白
馬
村
で
は
1
9
6
2
年（
昭
和
37
年
）「
白

馬
村
体
育
協
会
」を
発
足
し
活
動
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
2
0
1
7
年
に
日
本
体
育
協
会
よ

り「
体
育
」を
広
義
の「
ス
ポ
ー
ツ
」と
い
う
言

葉
で
捉
え
、振
興
し
て
い
く
方
針
が
打
ち
出
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、白
馬
村
体
育
協
会
で
も
協

議
や
審
議
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、令

和
3
年
4
月
15
日
開
催
の
令
和
3
年
度
の
体

育
協
会
総
会
に
て
ご
承
認
い
た
だ
き「
白
馬
村

ス
ポ
ー
ツ
協
会
」に
名
称
を
変
更
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

今
後
も
本
協
会
は
、関
係
団
体
と
の
協
働
の

も
と
、白
馬
村
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
後
世
へ
と

継
承
し
て
い
く
た
め
に
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
か

か
わ
る
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、同
じ
く
総
会
の
折
、役
員
の
改
選
が

諮
ら
れ
、白
馬
村
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
3
役
が
次

の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
任
期
2
年
）

白
馬
村
ス
ポ
ー
ツ
協
会

■
会
　
長
　
山
岸
　
忠

■
副
会
長
　
松
澤
　
忠
明

　
　
　
　
　
丸
山
　
則
子

■
防
火
管
理
新
規
講
習
会

　�

防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
期
日

　
６
月
24
日（
木
曜
日
）・�

25
日（
金
曜
日
）　

２
日
間

■�

会
場

　�

　
フ
レ
ン
ド
・
プ
ラ
ザ
大
町
２
階
会
議
室

（
大
町
市
文
化
会
館
南
側
）

■�

対
象

　�

　
防
火
管
理
者
の
資
格
を
必
要
と
す
る
仕

事
に
従
事
し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
が
、

仕
事
に
携
わ
っ
て
い
な
い
人
で
も
受
講
で

き
ま
す
。

■�
定
員
　
40
名

■�

費
用

　�

　
3
，7
2
0
円（
テ
キ
ス
ト
と
交
換
で
24

日
に
講
習
会
場
受
付
に
て
集
金
し
ま
す
）

■�

申
し
込
み

　�

　
５
月
17
日（
月
曜
日
）か
ら
６
月
11
日（
金

曜
日
）ま
で
に
、受
講
申
込
書
に
顔
写
真
１

枚（
縦
３
㎝
×
横
2.4
㎝
）を
貼
付
し
て
、最

寄
り
の
消
防
署
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
※�

受
講
願
書
は
、最
寄
り
の
消
防
署
ま
た

は
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

7
月
17
日
・
18
日
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
し
た
第
24
回
白
馬
ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
大
会
に
つ
き
ま
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
と
し
ま
す
。

感
染
症
が
終
息
し
、
次
年
度
以
降
再
び
大
会

を
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ら
、
皆
様

に
選
手
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
参
加
・
ご

協
力
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
時：令
和
３
年
６
月
１
日（
火
曜
日
）

　
　��

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

場
所：白
馬
村
保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当
者：人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
：「
近
隣
、家
庭
、相
談
、い
じ
め
、セ
ク
シ
ャ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、差
別
」等
の
心
配
事・悩
み
事
な
ど
の
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

お問合せ　ウイング 21 内　スポーツ協会事務局　電話：0261-72-8770

お問合せ　生涯学習スポーツ課　電話：0261-85-0726

お問合せ　北アルプス広域北部消防署　電話：0261-72-0119 

はく�5月.indd   16はく�5月.indd   16 R3/05/07   13:07R3/05/07   13:07



17

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告 

Vol.20

お問合せ　白馬村役場　総務課　企画調査係　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
が
始

ま
る
季
節
、
県
外
の
様
々

な
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト

へ
白
馬
村
と
し
て
出
展
し

P
R
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
や
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
春
ス

キ
ー
を
し
つ
つ
キ
ャ
ン
プ

も
し
て
み
た
い
と
い
う
方

や
、
白
馬
村
で
サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
方

が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
大
型
連
休
に

は
塩
の
道
祭
り
に
代
わ
る
観

光
局
主
催
の
「
G
R
E
E
N�

H
A
K
U
B
A
」
を
開
催
。

期
間
中
祝
日
に
合
わ
せ
た

様
々
な
テ
ー
マ
の
小
さ
な
イ

ベ
ン
ト
を
日
々
開
催
し
ま
し

た
。
ご
来
村
頂
い
た
方
々
に

は
楽
し
ん
で
頂
け
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
引
き
続

き
、
様
々
な
情
報
を
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

新
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
事

務
仕
事
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
協
力

隊
も
6
月
で
任
期
満
了
と
な
り
ま

す
。
残
り
少
な
い
日
々
で
す
が
、
次

の
協
力
隊
員
が
今
以
上
に
活
躍
で
き

る
よ
う
引
継
ぎ
の
書
類
を
整
理
し
て

い
ま
す
。

パ
ル
ハ
ウ
ス
女
子
寮
で
は
、
４
月

に
新
入
生
を
受
け
入
れ
新
年
度
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
入
寮
式
、
寮
生

主
催
の
女
子
寮
新
入
生
歓
迎
会
な
ど

を
通
し
て
少
し
ず
つ
、
で
も
確
か
に

親
睦
が
深
ま
っ
て
い
る
の
を
感
じ
て

い
ま
す
。
１
年
生
は
環
境
に
慣
れ
る

こ
と
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、
寮
・
学

校
・
部
活
・
遊
び
と
自
分
の
ペ
ー
ス

を
掴
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
る
大
型
連
休
明
け
に

は
、
久
し
ぶ
り
の
家
族
と
の
時
間
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
表
情
を
見
る
こ

と
が
出
来
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

5
月
20
日
に
は
中
間
考
査
を
控
え
て

い
る
た
め
、
寮
で
の
勉
強
環
境
も
さ

ら
に
整
え
て
い
き
た
い
で
す
。

観光課付　白馬村観光局派遣　マーケティング担当　清宮

白馬高校支援係 高校寮スタッフ 上山・筒井
総務課

移住・定住担当　大石

オンライン販売サイトHAKUBA�ORIGINAL　https://hakubaoriginal.stores.jp/
白馬村観光局facebook　https://www.facebook.com/hakubavillage
Instagram　https://www.instagram.com/hakubalife/

農
政
課 

集
落
支
援
員
の

紹
介
で
す

大
北
農
協
、民
間
会
社
を
経
て
、昨
年
10

月
か
ら
集
落
支
援
員
と
し
て
赴
任
し
て
お

り
ま
す
、柏
原
輝
久
で
す
。今
年
度
は
堀
之

内
区
長
の
重
責
も
担
っ
て
い
ま
す
。

４
月
１
日
付
け
で
集
落
支
援
員
と
し
て

採
用
さ
れ
ま
し
た
辻
戸
和
美
で
す
。
京
都

府
で
農
業
技
師
と
し
て
25
年
間
勤
務
し
て

お
り
ま
し
た
が
、青
春
の
地
、白
馬
へ
の
移

住
を
機
に
応
募
い
た
し
ま
し
た
。

２
名
と
も
に
集
落
支
援
全
般
と
特
産
品
、

営
農
支
援
等
が
主
な
職
務
と
な
り
ま
す
の

で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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令
和
3
年
度
の
成
人
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
延
期
と
な
っ
た
令
和
2
年
度
成
人
者
を
対
象
と
し
て

次
の
と
お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

日
に
ち
：
令
和
3
年
8
月
15
日
（
日
曜
日
）

対
象
者
：
平
成
12
年
4
月
2
日
～
平
成
13
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
、

以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

（
1
）�

令
和
3
年
6
月
1
日
時
点
で
白
馬
村
に
住
民
登
録
さ
れ
て

い
る
方

（
2
）�

白
馬
中
学
校
を
卒
業
し
た
方

対
象
と
な
る
方
に
は
6
月
以
降
に
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
日
程
や
内
容
を
変

更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
令
和
4
年
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ
る
改
正
民
法
に
伴
い
、

成
人
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
が
、
白
馬
村

で
は
令
和
4
年
度
以
降
、
成
人
式
に
替
わ
る
行
事
と
し
て
、
20
歳

～
21
歳
の
年
齢
で
『
20
歳
の
集
い
』（
仮
）
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

令
和
3
年
度
の
成
人
式
に
つ
い
て

白
馬
ウ
イ
ン
グ
21
芸
術
文
化
シ
リ
ー
ズ
実
行
委
員
会

「
末
吉
朋
子
＆
和
田
ひ
で
き
」コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て

～ 

ク
ラ
シ
ッ
ク
歌
手
が
贈
る
珠
玉
の
名
曲 

～

白
馬
の
夏
の
風
物
詩
「
夏
の
終
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
ゲ
ス
ト
出
演
さ
れ
て
い
る
和
田
ひ
で
き
さ

ん
と
、
国
内
外
の
多
様
な
ス
テ
ー
ジ
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
末
吉
朋
子
さ
ん
に
、
日
本
の
名
歌
「
荒

城
の
月
」
や
「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」、「
ま
つ
り
」、
オ
ペ
ラ
「
カ
ル
メ
ン
」
よ
り
「
闘

牛
士
の
歌
」、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」
よ
り
「
L
e
t�

I
t�

G
O
～
あ
り
の
ま
ま

で
～
」
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
数
々
の
名
曲
を
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
に
お
楽
し
み
い
た
だ
き
、
心
に
響
く
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

開
催
日
時
　
６
月
26
日
（
土
曜
日
）

　
　
　
　
　
18
時
30
分
開
場
／
19
時
開
演
～
20
時
30
分
終
演
（
休
憩
あ
り
）　

開
催
場
所
　�

白
馬
ウ
イ
ン
グ
21
文
化
ホ
ー
ル
　
全
席
自
由
（
２
５
０
席
限
定
）　
　

チ
ケ
ッ
ト
料
金
　
一
般
2
，0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
高
校
生
以
下
1
，0
0
0
円
（
当
日
券
は
2
0
0
円
増
）

　
　
　
　
　
　
　
ウ
イ
ン
グ
21
ホ
ー
ル
友
の
会
会
員
1
，5
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
村
内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
5
月
26
日
（
水
曜
日
）
前
売�

開
始
予
定

出
演
予
定
者

ソ
プ
ラ
ノ
：
末
吉
朋
子

バ
リ
ト
ン
：
和
田
ひ
で
き

ピ
ア
ノ
：
田
中
知
子

　
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
感
染
防
止
対
策
に
万
全
を
期
し
、

三
密
を
避
け
る
た
め
に
入
場
制
限
、
検
温
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
な
ど
徹
底
し
て
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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村
の
文
化
財
め
ぐ
り
特
集
⑥（
自
然
環
境
保
全
地
区
編
）

・
親
海
湿
原
、姫
川
源
流

親
海
湿
原
は
、
昭
和
53
年
に
長
野
県
の
自
然
環
境
保
全
地
域
に
、

昭
和
55
年
に
は
白
馬
村
の
天
然
記
念
物
に
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
、

毎
年
大
勢
の
方
々
が
訪
れ
て
い
る
場
所
で
、
春
に
は
林
床
を
埋
め

尽
く
す
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
の
群
落
や
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
ゲ
や
ニ
リ
ン
ソ

ウ
な
ど
可
憐
な
春
を
告
げ
る
草
花
が
み
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

年
と
と
も
に
自
然
環
境
の
変
化
は
、
湿
原
の
乾
地
化
を
進
行
さ
せ
、

ヨ
シ
や
ヤ
ナ
ギ
、
ハ
ン
ノ
キ
等
の
樹
木
を
旺
盛
に
さ
せ
、
結
果
と

し
て
貴
重
な
植
物
も
大
幅
に
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
現
状
を
踏
ま
え
て
今
後
の
親
海
湿
原
の
保
護
と
再
生
し
て
い
く

た
め
、
佐
野
地
区
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
保
全
に

つ
と
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
湿
原
北
側
に
あ
る
荒
神
の
森
を
隔
て
て
、
姫
川
源
流
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
の
湧
水
を
源
と
す
る
姫
川
は
糸
魚
川
ま
で
お
よ

そ
54
㎞
を
流
れ
日
本
海
に
注
い
で
い
ま
す
。
源
流
か
ら
約
1
㎞
下

流
の
湿
地
帯
に
は
ハ
ン
ノ
キ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
な
ど
が

林
と
な
り
、
自
然
な
環
境
を
保
つ
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
つ
く
り

だ
し
て
い
ま
す
。

・
八
方
尾
根
高
山
植
物
帯

白
馬
連
山
高
山
植
物
帯
は
昭
和
27
年
3
月

29
日
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
高
山

植
物
を
保
護
し
、
地
質
学
上
で
も
学
術
的
に
貴

重
な
存
在
と
し
て
現
在
も
高
層
湿
原
や
氷
河

調
査
に
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
八
方

尾
根
高
山
植
物
帯
は
昭
和
39
年
県
指
定
と
な

り
、
標
高
1
4
0
0
ｍ
う
さ
ぎ
平
か
ら
八
方

池
下
ま
で
自
然
研
究
路
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
豊
富
な
高
山
植
物
は
塩
基
性
の
蛇
紋
岩

の
存
在
を
主
因
と
し
て
、
気
候
も
原
因
と
さ

れ
、
手
軽
に
観
察
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
鎌
池
湿
原
は
標
高
1
5
0
0
ｍ
付

近
の
八
方
植
物
帯
に
あ
り
、
平
成
11
年
12
月

24
日
に
村
指
定
の
天
然
記
念
物
に
な
り
ま
し

た
。
八
方
区
や
八
方
振
興
会
の
管
理
の
も
と

湿
原
内
に
散
策
で
き
る
木
道
を
設
置
し
、
植

生
の
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

・
落
倉
自
然
園

落
倉
地
区
は
気
象
条
件
が
厳
し
く
、
楠
川

と
松
沢
に
挟
ま
れ
た
台
地
上
の
高
原
で
す
。

昭
和
22
年
頃
入
植
が
行
わ
れ
、
牧
場
や
農
地

と
し
て
開
拓
さ
れ
、
現
在
は
別
荘
や
ペ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
の
建
つ
閑
静
な
地
域
で
す
。
平
た
ん

地
で
標
高
は
8
0
0
ｍ
～
9
0
0
ｍ
の
森
林

地
帯
で
、
気
象
条
件
か
ら
高
層
湿
原
的
要
素

持
つ
湿
地
帯
が
自
然
園
と
し
て
保
全
さ
れ
て

い
ま
す
。
春
に
は
水
芭
蕉
や
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
な

ど
が
咲
き
、
村
指
定
の
天
然
記
念
物
ハ
ク
バ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
こ

の
自
然
を
守
り
、
種
の
保
存
の
た
め
に
毎
年
、

地
域
の
方
や
県
環
境
保
全
研
究
所
で
生
態
観

察
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

近
く
に
は
風
害
や
病
虫
害
の
災
厄
か
ら
身

を
守
る
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
風
切
り
地

蔵
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
村
内
に
は
、
飯

森
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
園
、
飯
田

東
山
自
然
園
、
白
馬
五
竜

か
た
く
り
苑
、
大
出
公
園

な
ど
人
の
手
を
入
れ
な
が

ら
自
然
保
護
や
景
観
保
全

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。

白
馬
村
は
多
雪
、
二
重

山
稜
、
雪
崩
崩
壊
、
湖
沼
、

草
原
湿
原
、
変
化
に
富
む

地
形
と
も
に
、
蛇
紋
岩
地
帯

を
含
む
複
雑
な
土
質
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
を
あ
わ
せ

持
ち
、
動
植
物
の
宝
庫
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も

多
く
の
研
究
者
が
植
生
な

ど
の
研
究
を
し
て
自
然
保

護
保
全
に
役
立
て
て
い
ま

す
。
開
発
に
よ
る
自
然
破

壊
や
気
候
変
動
に
伴
う
植

生
の
変
化
、
自
然
災
害
に

よ
る
荒
廃
が
大
き
な
課
題

で
す
。
長
い
歴
史
の
中
で
、

美
し
い
白
馬
の
自
然
を
い

つ
ま
で
も
続
く
よ
う
に
一
人

ひ
と
り
が
、
自
然
と
共
生

す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

新
し
い
生
活
様
式
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

親海湿原

姫川源流

鎌池湿原から
みる白馬三山

落倉自然園

風切り地蔵（落倉）
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日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
白
馬

第
一
団
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
隊

◆
活
動
日
　�

毎
月
1
回
と
年
2
回
の
1
泊
キ
ャ

ン
プ
　
10
時
～
15
時

◆
活
動
場
所
　
村
内
外
の
野
外

◆
問
合
せ
　
工
藤
哲
男

�
0
9
0
‐
3
1
0
8
‐
1
8
3
3

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
世
界
1
6
9
の
国
と

地
域
、約
4
，0
0
0
万
人
が
加
盟
す
る
世
界

最
大
の
青
少
年
運
動
で
す
。野
外
で
の
活
動
を

通
じ
、社
会
の
中
で
活
躍
す
る
人
を
育
て
ま
す
。

白
馬
の
一
地
方
が
世
界
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

「
な
ろ
う
、一
人
前
に
」一
生
涯
の
宝
物
を
少
年・

少
女
期
に
創
り
ま
せ
ん
か
？

白
馬
山
麓「
童
謡
と
唱
歌
を
歌
う
会
」

◆
活
動
日
　
毎
月
第
1
・
3
水
曜
日

　
　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

◆
活
動
場
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
問
合
せ
　
橋
本
静
江

　
　
　
　
　
0
2
6
1
‐
7�

5
‐
3
7
3
7

昔
し
懐
か
し
い
あ
の
歌
、こ
の
歌
な
ど
、参

加
者
全
員
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
気
楽
に
、ど

な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

楊
名
時
健
康
太
極
拳
同
好
会

◆
活
動
日
　
毎
週
水
曜
日
　
10
時
～
12
時

◆
活
動
場
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
問
合
せ
　
杉
山
都
貴
子

　
　
　
　
　
0
2
6
1
‐
7�

2
‐
4
5
4
1

健
康
太
極
拳
師
範
の
荒
毛
淳
子
先
生
の
ご
指

導
に
よ
り
、基
本
の
動
き
、呼
吸
法
、ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
、血
行
を
良
く
す
る
た
め
の
体
操
を
行

い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
な
の
で
、運

動
が
苦
手
な
方
、健
康
に
不
安
の
あ
る
方
で
も

無
理
な
く
参
加
出
来
ま
す
。太
極
拳
に
興
味
の

あ
る
方
、お
気
軽
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

拓
本
と
表
装
同
好
会

◆
活
動
日
　�

毎
月
第
2
・
4
木
曜
日

　
　
　
　
　
9
時
～
12
時

◆
活
動
場
所
　
ウ
イ
ン
グ
21

◆
問
合
せ
　
杉
本
仁
彦

　
　
　
　
　
0
2
6
1
‐
7�

2
‐
6
6
6
9

白
馬
Ｃ
Ｌ
Ｓ

◆
活
動
日
　
毎
週
火
曜
日
　
19
時
30
分
～
21
時

◆
活
動
場
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
問
合
せ
　
柏
原
則
子

　
　
　
　
　
0
2
6
1
‐
7�

2
‐
2
4
1
1

歌
が
好
き
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
合
唱
団
。

歌
を
楽
し
み
な
が
ら
人
生
も
楽
し
む
。年
令
問

わ
ず
前
向
き
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

混
声
合
唱
団
ハ
ー
モ
ニ
ー
白
馬

◆
活
動
日
　
毎
週
月
曜
日
　
20
時
～
21
時
30
分

◆
活
動
場
所
　
ウ
イ
ン
グ
21

◆
問
合
せ
　
北
村
光
雄

　
　
　
　
　
0
2
6
1
‐
7�

5
‐
3
2
4
2

村
内
唯
一
の
混
声
合
唱
団
で
あ
り
、30
代
か

ら
80
代
ま
で
と
年
齢
層
が
幅
広
く
、年
間
を
通

し
て
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。主
な
活
動
と

し
て
は
、白
馬
村
で
開
催
さ
れ
る
演
奏
会（
夏

の
終
り
コ
ン
サ
ー
ト
、し
ろ
う
ま
音
楽
祭
、文

化
祭
）に
毎
年
出
演
。
ま
た
、節
目
ご
と
の
演

奏
会
、村
内
の
い
ろ
い
ろ
な
式
典
、祭
り
等
の

依
頼
出
演
、村
内
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
慰
問
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
コ
ー

ラ
ス
を
楽
し
み
、歌
を

通
じ
て
人
と
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
や
交
流
を
目
的
と

し
て
い
る
の
で
、経
験

を
問
わ
ず
誰
で
も
大
歓

迎
で
す
。
一
緒
に
楽
し

く
歌
い
ま
し
ょ
う
！

洋
裁
サ
ー
ク
ル

◆
活
動
日
　�

毎
週
木
曜
日
（
G
W
明
け
～
10

月
末
）　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

◆
活
動
場
所
　
ウ
イ
ン
グ
21

◆
問
合
せ
　
林
賀
奈
子

　
　
　
　
0
9
0
‐
4
9
2
2
‐
0
1
6
1

G
W
明
け
か
ら
10
月
末
ま
で
の
活
動
で
す
。

今
年
は
、コ
ロ
ナ
の
影
響
で
活
動
内
容
な
ど
、

変
更
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

B
e
l
l
ト
リ
ム
健
康
体
操
ク
ラ
ブ

◆
活
動
日
　
毎
週
水
曜
日
　
19
時
30
分
～
20
時
30
分

◆
活
動
場
所
　
役
場
多
目
的
研
修
集
会
施
設

◆
問
合
せ
　
横
川
と
も
子

　
　
　
　
　
0
2
6
1
‐
7�

5
‐
2
8
7
6

何
気
な
い
一
時
間
の
実
技
が
と
て
も
有
意

義
で
楽
し
い
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。実
技（
健

康
体
操
）が
終
っ
た
時
点
で
、ひ
と
く
ち
チ
ー

ズ
を
ほ
お
ば
り（
筋
肉
の
発
達
を
う
な
が
す
為

の
タ
ン
パ
ク
質
補
給
）、水
分
も
補
給
し
、5
～

10
分
程
の
お
話
な
ど
、そ
し
て
挨
拶
し
て
お
別

れ
し
ま
す
。毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
30
分
～
8

時
30
分
。
対
象
成
人
男
性
、女
性
。
年
間
を
通

し
て
入
会
可
能
で
す
。

白
馬
水
彩
画
友
の
会

◆
活
動
日
　
毎
月
第
3
火
曜
日
　
9
時
～
15
時

◆
活
動
場
所
　
野
外

◆
問
合
せ
　
近こ

ん
だ田
静
正

　
　
　
　
　
0
9
0
‐
8
7
3
0
‐
8
4
1
0

白
馬
村
在
住
の
著
名
な
山
岳
画
家
、山
里
寿

男
先
生
に
毎
月
１
回
、山
の
風
景
を
中
心
に
水

彩
画
の
指
導
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。自
然
に

恵
ま
れ
た
村
内
外
は
描
く
と
こ
ろ
一
杯
で
す
。

是
非
仲
間
入
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

刺
し
子
同
好
会

◆
活
動
日
　
毎
月
第
2
・
4
月
曜
日

　
　
　
　
　�（
5
／
10
～
10
／
25
）
13
時
30
分

～
15
時
30
分

◆
活
動
場
所
　
ウ
イ
ン
グ
21

◆
問
合
せ
　
下
川
美
弥
子

　
　
　
　
　
※
公
民
館
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
一
針
一
針
、楽
し

ん
で
刺
し
子
を
行
っ
て
い
ま
す
。興
味
の
あ
る

方
、お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

白
馬
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ

◆
活
動
日
　
毎
週
月
曜
日
　
19
時
～
20
時
30
分

◆
活
動
場
所
　
北
部
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
問
合
せ
　
成
富
孝
行

　
　
　
　
　
0
9
0
‐
8
7
4
2
‐
5
8
4
1

ジ
ョ
ギ
ン
グ
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
の
イ
ン
タ
ー

バ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
ク
ラ
ス
分
け
を
し
て
ラ

ン
ニ
ン
グ
の
練
習
会
を
行
い
ま
す
。ラ
ン
ニ
ン

グ
に
興
味
の
あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
ま

す
。

白
馬
染
の
会

◆
活
動
日
　�

毎
月
第
3
月
曜
日
（
4
～
6
、
9
、

10
月
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
活
動
場
所
　
農
業
体
験
実
習
館

◆
問
合
せ
　
矢
口
文
子

　
　
　
　
　
0
9
0
‐
7
9
0
6
‐
6
0
0
2

会
員
募
集
中
。
自
分
で
染
め
て
、プ
レ
ゼ
ン

ト
や
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。修
学
旅

行
、観
光
客
様
等
の
出
張
講
座
も
で
き
ま
す
。

民
踊
同
好
会

◆
活
動
日
　
日
曜
日（
月
1
～
2
回
）

　
　
　
　
　
15
時
～
～
17
時

◆
活
動
場
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
問
合
せ
　
秋
山
香
理

　
　
　
　
　
０
９
０
‐
２
２
９
２
‐
６
０
６
５
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白
馬
の
伝
統
的
な
白
馬
小
唄
、塩
の
道
音
頭

を
主
に
イ
ベ
ン
ト
で
踊
っ
て
い
ま
す
。ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
一

緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
？

田
ノ
倉
絵
画
教
室

◆
活
動
日
　
毎
週
月
曜
日
　
9
時
30
分
～
12
時

　
　
　
　
　（
８
月
・
冬
期
は
お
休
み
）

◆
活
動
場
所
　
役
場
多
目
的
研
修
施
設

◆
問
合
せ
　
松
沢
万
恵

　
　
　
　
　
0
9
0
‐
8
0
3
9
‐
4
0
8
1
、

　
　
　
　
　
0
2
6
1
‐
7�

2
‐
2
4
1
0

み
ん
な
で
気
楽
に
お
し
ゃ
べ
り
や
お
茶
を
し

な
が
ら
、お
天
気
の
時
は
外
で
雨
の
日
は
室
内

で
絵（
油
絵
）を
描
き
ま
せ
ん
か
？
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。初
め
て
の
方
で
も
気
楽
に
。

白
馬
そ
ば
塾

◆
活
動
日
　�

毎
月
2
～
3
回
、
月
曜
日
も
し
く

は
日
曜
日

◆
活
動
時
間
　
月
曜
日
：
9
時
～
12
時

　
　
　
　
　
日
曜
日
：
13
時
30
分
～
16
時
30
分

◆
活
動
場
所
　
農
業
体
験
実
習
館

◆
問
合
せ
　�

野
々
山
美
樹

　
　
　
　�

　
0
9
0
‐
8
3
2
6
‐
4
9
3
7

　（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
で
）

そ
ば
を
打
つ
楽
し
さ
や
自
分
で
打
っ
た
そ
ば

の
美
味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
み
な
が

ら
上
達
を
目
指
す

会
で
す
。
初
心
者

か
ら
経
験
者
ま
で

大
歓
迎
で
す
。

清
扶
美
会
白
馬
教
室（
三
味
線
と
民
謡
教
室
）

◆
活
動
日
　�

毎
月
第
2
・
4
金
曜
日

　
　
　
　
　
14
時
～
16
時
30
分

◆
活
動
場
所
　
白
馬
町
公
民
館

◆
問
合
せ
　
高
岡
京
子

　
　
　
　
　
0
9
0
‐
4
1
6
1
‐
5
1
2
7

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
三
味
線
と
民
謡
を

楽
し
く
学
べ
ま
す
。
講
師
は
、白
馬
村
出
身
の

プ
ロ
民
謡
歌
手
、山
本
扶
美
枝
先
生
で
す
。
ぜ

ひ
ご
一
緒
に
う
た
い
ま
し
ょ
う
。

ア
ロ
マ
＆
ハ
ー
ブ
サ
ー
ク
ル 

白
馬

◆
活
動
日
　�

毎
月
１
回
程
度
（
不
定
期
）

　
　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分

◆
活
動
場
所
　�

役
場
多
目
的
研
修
施
設
・
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
等

◆
問
合
せ
　
松
下
ひ
と
み

　
　
　
　
　
0
9
0
‐
6
6
0
0
‐
9
5
0
0

植
物
や
そ
の
効
果
効
能
に
つ
い
て
学
び
、日
々

の
生
活
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、楽
し

み
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
精
油
や
ハ
ー
ブ

を
使
っ
て
ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト
を
作
っ
た
り
、お
料

理
を
し
た
り
し
ま
す
。

吹
奏
楽
団「
山
の
音
楽
家
」

◆
活
動
日
　
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　（
10
月
か
ら
毎
週
火
・
金
曜
日
）

　
　
　
　
　
19
時
～
21
時
30
分

◆
活
動
場
所
　
ウ
イ
ン
グ
21
　
多
目
的
室
・
ホ
ー
ル

◆
問
合
せ
　
太
田
あ
ゆ
み

　
　
　
　
　
0
9
0
‐
7
8
4
4
‐
5
7�
2
7

吹
奏
楽
団「
山
の
音
楽
家
」は
、毎
年
11
月
に

定
期
演
奏
会（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
）を

行
っ
て
い
ま
す
。
収
益
金
は
福
祉
団
体
、災
害

義
援
金
な
ど
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
以
前
吹
い
て
い
た
方
、今
吹
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
あ
な
た
、一
緒
に

吹
奏
楽
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

白
馬
太
極
拳

◆
活
動
日
　
毎
週
水
曜
日
　
13
時
～
15
時

◆
活
動
場
所
　
ウ
イ
ン
グ
21

◆
問
合
せ
　
曽
我
美
也
子

　
　
　
　
　
0
9
0
‐
3
5
6
6
‐
5
8
3
7

太
極
拳
は
、気
血
の
流
れ
を
良
く
し
、体
内

バ
ラ
ン
ス
を
理
想
的
な
状
態
に
保
ち
ま
す
。月

1
回
信
州
太
極
拳
連
盟
・
顧
問
の
山
崎
先
生

に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
会
費
は
月

1
0
0
0
円
で
す
。初
心
者
の
方
も
見
習
い
な

が
ら
、す
ぐ
練
習
に
参
加
で
き
ま
す
。
見
学
も

O
K
で
す
。

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
同
好
会

◆
活
動
日
　
毎
月
第
2・4
木
曜
日�

10
時
～
12
時

◆
活
動
場
所
　
ウ
イ
ン
グ
21

◆
問
合
せ
　
一
井
良

　
　
　
　
　
0
2
6
1
‐
7�

2
‐
4
8
4
5

小
さ
な
布
と
布
を
ぬ
い
合
せ
、さ
い
ふ
や
バ
ッ

グ
、壁
掛
け
に
仕
上
げ
た
り
と
自
由
で
す
。
額

に
入
れ
て
絵
の
よ
う
に
も
出
来
ま
す
。色
合
わ

せ
は
、み
ん
な
で
意
見
を
言
い
合
っ
て
楽
し
い

一
時
で
す
。ゆ
っ
く
り
、ゆ
っ
く
り
仕
上
げ
ま
す

の
で
、是
非
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

Z
A
P
P
A

◆
活
動
日
　
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
17
時
30
分
～
20
時
30
分

◆
活
動
場
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
問
合
せ
　
草
間
佳
一

　
　
　
　
　
0
9
0
‐
3
6
9
7
‐
7
3
4
1

ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル
と
し
て
出
来
ま
し
た
。音

楽
の
ジ
ャ
ン
ル
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
以
外
は
何
で

も
？
平
均
年
齢
が
高
い
で
す（
２
０
～
８
０
歳

ま
で
お
り
ま
す
）。

新
日
本
婦
人
の
会
白
馬
支
部

◆
分
　
野
　
平
和
民
主
団
体

◆
問
合
せ
　
高
橋
英
子

　
　
　
　
　
0
8
0
‐
5
4
0
5
‐
0
2
7
5

新
日
本
婦
人
の
会
は
、1
9
6
2
年
平
塚
ら

い
て
う
や
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
な
ど
32
人
の
呼

び
か
け
で
創
ら
れ
た
、全
国
ネ
ッ
ト
の
女
性
団

体
で
す
。
平
和
、暮
ら
し
、環
境
、ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
、子
ど
も
の
幸
せ
を
守
る
草
の
根
の
運
動

を
し
て
い
ま
す
。2
0
0
3
年
に
国
連
N
G
O

に
な
り
世
界
の
女
性
と
も
連
帯
し
て
い
ま
す
。

個
人
加
盟
で
は
日
本
一
大
き
な
女
性
団
体
で
す
。

小
組
活
動
も
平
和
活
動
も
、一
人
ひ
と
り
の
要

求
に
基
づ
い
て
民
主
的
な
運
営
で
実
現
さ
せ
て

い
ま
す
。

　
3
つ
の
班
で
毎
月
1
回
の
班
会
。支
部
で
毎

年
1
回
の
総
会
。

〈
小
組
活
動
〉

〇�

親
子
リ
ズ
ム
小
組（
毎
週
月
曜
日
10
時
30
分

～
11
時
30
分
）

〇�

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
小
組（
毎
月
第
2・4
水
曜
日

10
時
～
15
時
）

　
※
い
ず
れ
も
場
所
は
飯
田
公
民
館
ホ
ー
ル

〇�

そ
の
他
プ
ー
ル
、マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、健
康
吹

き
矢
等（
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
休
会
中
）

〇
平
和
の
た
め
の
活
動
、署
名
、平
和
行
進
な
ど

　
　
　

剛
柔
流
武
術
館
　
白
馬
道
場

◆
分
　
野
　
空
手

◆
活
動
日
　
毎
週
月
・
金
曜
日

　
　
　
　
　
17
時
～
20
時
30
分

◆
活
動
場
所
　
パ
ル
ズ
イ
ン
雷
鳥

◆
問
合
せ
　
渡
部
虎
史

　
　
　
　
　
0
8
0
‐
3
2
7
1
‐
6
3
9
7

ス
ポ
ー
ツ
や
競
技
空
手
と
は
異
な
る
沖
縄
の

伝
統
空
手
で
す
。少
年
部
に
は
基
本
と
な
る
正

し
い
姿
勢
、身
を
守
る
術
を
楽
し
く
、時
に
厳

し
く
学
ん
で
も
ら
い
、一
般
部
に
は
本
格
的
琉

球
唐
手
を
体
力
に
合
わ
せ
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

是
非
体
験
に
お
越
し
下
さ
い
。
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図書館だより
No.234

令和3年5月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

書　　名 著者名
天使と悪魔のシネマ 小野寺　史宜
友の友は友だ 野口　卓
じぶん経済圏 田口　智隆
商店街のジャンクション 村木　美涼
はじまりの24時間書店 ロビン・スローン
星占いを“使う”本 鏡　リュウジ
作り置きで簡単!犬の健康ごはん 須崎　恭彦/監修
わんダフル・デイズ 横関　大
マンガでよくわかるねこねこ日本史 そにし　けんじ
つぎに読むの、どれにしよ? 越高　綾乃
長野のトリセツ

書　　名 著者名
劇場版鬼滅の刃　無限列車編 (みらい文庫） 吾峠　呼世晴／原作
はたらく細胞ウイルス＆細菌図鑑 講談社／編
あっ！そうなんだ！性と生 浅井　春夫／編著
ちこくのりゆう 森くま堂／作

【一般・郷土】

【児童書・絵本】

〇新着案内

この他の新着案内は、パソコンやスマートフォンでご覧ください。
【白馬村行政HP→白馬村図書館→図書館カレンダー・蔵書検索・新
着案内】

書　　名 著者名
忘却の楽園 土屋　瀧
スパイ教室 竹町
Dr．STONE　（JUMP J BOOKS) 稲垣　理一郎/原作
千歳くんはラムネ瓶のなか 裕夢
神招きの庭 奥乃　桜子

【ライト文芸】の棚を新設しました！
〇お知らせ

読書離れ傾向にある中学生・高校生にもっと図書館を利用しても
らいたいと考え、ライト文芸の棚を作りました。
中高生に人気の図書だけでなく、幅広い年代の方にもおすすめの
図書を集めています。

― 図書の予約 ―

・ 貸出中の図書のみ予約可能です。
・ 図書館内にある「予約図書申込書」にご記入

いただき、窓口へお出しください。
・ インターネット及び館内検索用パソコンか

ら予約するにはパスワードの登録が必要で
す。 「新規パスワード登録」画面の案内に従っ
て手続きしてください。詳しくは図書館ま
でお問合せください。

〇本を探しています。

他にもお心当たりの図書がありましたら、お気軽にお問合せくだ
さい。

書　　名 著者名
大阪ベストガイド　2006年版
ドラえもん　5 藤子・F・不二雄
ドラえもん　6 藤子・F・不二雄
ドラえもん　15 藤子・F・不二雄
ドラえもん　36 藤子・F・不二雄
ドラえもん　43 藤子・F・不二雄

昨年４月～今年３月までに、所在がわからなくなった本
があります。

今月のおすすめ本

〇図書館利用案内

2021年
本屋大賞

第2位

第3位

『薬屋のひとりごと』
日向　夏

『お探し物は図書室まで』
青山 美智子（ポプラ社）

『犬がいた季節』
伊吹 有喜（双葉社）

『52ヘルツのクジラたち』
町田そのこ（中央公論新社）

自分の人生を家族に搾取されてきた女性・
貴瑚と、母に虐待され「ムシ」と呼ばれ
た少年。孤独ゆえ愛を欲し、裏切られて
きた彼らが出会う時、新たな魂の物語が
生まれる―。

中世のとある東洋の大
国。花街で薬師をし
ていた少女・猫猫は、
ひょんなことから後宮
で下女として働くこと
に。だがやがて、皇帝
の寵妃の毒見役に抜擢
され…。

内容紹介

内容紹介
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5月～ 6月　保健ガイド
16日～翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■休・祝日緊急当番医表

月日 曜日 北部地区
（白馬・小谷） 大町市内 南部地区

（池田・松川） 歯科 白馬村内薬局
当番店

5月23日 日 横沢医院 野村クリニック 吉村医院 横澤歯科医院 大町市 （0261）22-1343 白馬アップル薬局
5月30日 日 栗田医院 大町協立診療所みどりクリニック いとう歯科医院 松川村 （0261）62-8880 太田薬局
6月  6日 日 神城醫院 伊東医院 はーぶの里診療所にこにこデンタルクリニック 大町市 （0261）23-5612 フジノヤ薬局
6月13日 日 しんたにクリニック いしぞね内科・外科クリニック あづみ病院 あづみ病院 池田町 （0261）61-1168 フジノヤ薬局
6月20日 日 白馬診療所 柿下クリニック 平林メンタルクリニック 平林歯科医院 大町市 （0261）22-1149 フジノヤ薬局
6月27日 日 小谷村診療所 最上整形外科クリニック 近藤医院 きらり歯科医院 松川村 （0261）62-0005 ―

■ 予防接種 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子さん

5月21日（金） 麻しん風しん予防接種 （年長組児）個別にご案内しています
5月28日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
6月  4日（金） 麻しん風しん予防接種 （年長組児）個別にご案内しています
6月11日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
6月25日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

■ 乳幼児健診等 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子さん

5月19日（水） 1歳半健診 2019年8月20日～2019年10月生
5月25日（火） 2か月育児相談 2021年3月生
5月26日（水） あそびの教室ほっぷ③ 2018年12月～2019年3月生
5月27日（木） 2歳相談 2019年4月～5月生
5月31日（月） PT（理学療法士）相談 予約制
6月  3日（木） あそびの教室ほっぷ① 2019年4月～５月生
6月  7日（月） 育児相談 予約制
6月  8日（火） 2歳歯科検診 2019年1月～5月生
6月  9日（水） 乳児健診 2021年1月生・2020年7月生
6月15日（火） もぐもぐ相談 2020年10月5日～12月15日生
6月23日（水） あそびの教室ほっぷ② 2019年4月～５月生
6月23日（水） 3才健診 2018年3月20日～5月8日生
6月24日（木） 2か月育児相談 2021年4月生
6月28日（月） PT（理学療法士）相談 予約制

■心の相談会（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 お問合せ先

5月25日(火) 10：00～15：00 白馬村保健福祉ふれあいセンター２階
福祉相談室 白馬村役場健康福祉課　0261-85-0713

※電話でご予約ください(匿名可)。相談時間は1人30分程度です。

■ 子育て支援ルーム

※�現在、支援ルームの開室は自由利用となっています。新型コロナウイルス感染の状況により、閉室又は開室時間の変更をする事も
ありますので、ご不明な点がある時には、子育て支援ルーム ( ☎ 0261-72-3025) までお問合せください。

　白馬村子育て支援アプリ�“ 母子モ ”�にも掲載します。
◎支援ルームご利用の際は、必ず検温をしてからお越しください。
　入室したらまず、手洗いと健康確認チェックシートの記入をお願いします。
◎今年度より登録制となっておりますので、初回利用時に登録カードの記入もお願いします。　　

行事日程　2021.5月号
月　日 行事名 対　象 開始時間

5月18日（火）リフレッシュ講座(お母さん方向けのリフレッシュ講座)※託児有り(要申し込み) 申し込みされたお家の皆さん 10:00〜
5月20日（木）タッチケア〈1歳児〉※詳しくは支援ルームへお問合せください 1歳児 10:30〜
5月27日（木）お出かけ日〜グリーンスポーツの森〜※詳しくは支援ルームへお問合せください 10:00〜
6月10日（木）タッチケア〈0歳児〉※詳しくは支援ルームへお問合せください ０歳児 10:30〜
6月15日（火）親子体操※詳しくは支援ルームへお問合せください 10:30〜
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発
行
・
白
馬
村
役
場	

〒
399‒

9393
　
長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
大
字
北
城
７
０
２
５
　
　
編
集
・
広
報
編
集
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス	

https://w
w
w
.vill.hakuba.lg.jp/	

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
６
１‒
７
２‒

５
０
０
０

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ア
ド
レ
ス	https://ja-jp.facebook.com

/hakuba.lg.jp/

人口：8,532 人　男：4,269 人　女：4,263 人　世帯数：3,973 世帯
（令和 3年 5月 1日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）

5
2021
vol.536

編集後記

４月から本格運用された白馬村防災アプリ「白馬村防災ナビ」のダウンロードはお済でしょうか。行政無線
から流れるお知らせや防災情報などを、文字情報で受け取ることができます。スマートフォンには便利なアプ
リがたくさんありますが、白馬村の身近な情報が最も早く受け取ることができるアプリです。ダウンロード方
法は３ページにありますので、ご確認お願いします。� (広報編集担当：田中)

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

白馬村の認知症サポーター数1268人
（令和3年 2月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！
広報はくばおよび白馬村行政公式ホーム
ページに掲載する広告（有料）を募集し
ています

＊お問い合わせ　白馬村役場総務課

広告募集中

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第 1回町内美化活動が 6月 26 日、今井浜海岸で
実施され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら 70
名を超える人々が参加しました。東小学校では、子
ども達の地域の自然を大切にする気持ちを高めるた
め、毎年夏に今井浜海岸の清掃活動を行っています。
縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協力しながら
流木や海藻などのごみを拾い集めました。約 1時間
に渡る活動の結果、トラック 3台分、ごみ袋 112 袋
分のごみが回収されました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

ドキドキの入学式を迎える

町内３小学校の入学式が４月７日、各小学校で
行われ、東小８人、西小12人、南小22人の児童が
入学しました。
町立南小学校では、初めての協定服に身を包ん
だ１年生らが待ちに待ったドキドキの入学式を迎
えました。式を終え、教室に入った１年生は、新
しい教科書を手に、予定表や持ち物などを保護者
と一緒に確認しました。

冷凍施設竣工式

太地町森浦の本浦で建設を進めていた太地町冷
凍施設がこの度完成し、竣工式を行いました。
本施設は、延床面積が673.50㎡で、管理温度マ
イナス25度冷凍室とマイナス55度超低温冷凍室に
加え、事務室や荷捌場なども完備した水産物の保
管を目的とした施設です。
これまで町外で保管されていた鯨肉などを本施
設に収容することで、漁業者や水産加工業者の方々
の業務効率化を図るとともに、安全かつ安心に水
産物を保存することができます。

初めての教室で教科書や持ち物を確認する1年生
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